
独立行政法人国立少年自然の家の平成１５事業年度に係る業務の実績に関する評価[全体評価]

１　財務

２　人事

３　その他

◎ 総    評 　今日、都市化、核家族化、少子化、情報化の進展など、社会の急速な変化の中で、少年の様々な体験活動の不足により、本来、少年期に培われるべき自律
性や対人関係能力、社会規範等の低下が指摘されています。
　国立少年自然の家は、普段家庭や学校では体験できない豊かな自然の中での生活体験や自然体験などの様々な体験活動の場と機会を少年たちに提供し、次
代を担うたくましく心豊かな少年の育成を使命としています。
　国立少年自然の家は、「国立少年自然の家の使命」や「経営方針」を踏まえ、本部と各少年自然の家とが一体となって、少年の現代的課題に対応した先導
的な事業や事業成果の発信・普及に努めるとともに、公開シンポジウムや本部と各少年自然の家との連携による専門性の高い広域的指導者研修事業等の新た
な取組を行ったことは高く評価できます。
　また、法人として専門性の高い職員の計画的な養成のために、新たにプロパー職員（準専門職員）７名を採用するとともに、次年度の実施に向けて、各少
年自然の家の事業強化のための組織機構の見直し、一層の事務一元化のための職員の再配置等、法人の事業推進体制の充実に向けた取組は評価できます。
　国立少年自然の家は、我が国における少年教育の中心的施設として積極的な業務運営を行い、少年の「生きる力」の育成に大きな貢献をしており、今後と
も２１世紀を担う少年の育成のため、「持続可能な開発のための教育の１０年」国連決議を受けた環境教育の振興や体験機会の促進など、少年教育の先導的
な役割を果たしていくことが大いに期待されます。

・施設・設備等の整備について
　限られた予算の中で、利用者の快適な食・住環境の確保や身障者等に対応した施設・設備の整備に着実に努めていることは評価できます。今後、施設の老
朽化や新たなニーズに対応した施設の整備にあたっては、健康と環境に配慮するとともに、耐震補強に配慮した計画の推進が望まれます。また、受動喫煙防
止対策への取組は、積極的に進めることを望みます。

評  価  項  目 評　　　　　　価　　　　　　の　　　　　　結　　　　　　果

事業活動全体、業務運営（財務､人事等）など法人の業務全体にわたる横断的な観点から、項目別評価の結果を踏まえつつ、法人の業務実績について記述式により評価する。

項目別評価及び上記の横断的な評価を総合し、法人の活動全体についての総評を記述する。

評  価  項  目 評　　　　　　価　　　　　　の　　　　　　結　　　　　　果

○ 事業活動 ・主催事業について
　少年自然の家では、異年齢集団での長期にわたる冒険的な活動を通して子どもたちの自主性・主体性や社会性を育む「長期自然体験事業」、長期の移動
キャ
ンプ等を通して困難を乗り越え自分への自信や行動への積極性、社会性を育む「不登校等の児童・生徒を対象とした事業」、少年自然の家の豊かな自然や体
験活動プログラムを生かした学校との連携による「総合的な学習の時間に対応した事業」「環境学習に対応した事業」など、少年自然の家の教育機能を発揮
し、少年の体験活動の推進・充実に努め、成果を上げていることは、評価できます。また、事業成果や少年自然の家の教育機能の発信・普及のための公開シ
ンポジウム等への取組や体系化に基づく指導者研修事業の充実に努めたことも、評価できます。今後は、引き続き小学校低学年を対象とした事業や「総合的
な学習の時間」に対応した事業を一層充実するとともに、参加を促す丁寧な広報に努めていくことが望まれます。
・受入事業について
　少子化が進行する中で、目標の１３０万人を大きく上回る１４０万人を受入れるとともに、新規利用団体が４１．３％であることは、学校や未利用団体へ
の利用促進に努めた結果であると評価できます。今後は、一層、各施設のホームページの充実を図り、利用者の視点に立った情報提供を行うとともに、小・
中学校の更なる利用の拡大を図ることが望まれます。

○ 業務運営 ・施設の連携体制について
　法人本部と各施設の連携では、組織運営、人事管理、財務会計に関する庶務課長による各プロジェクトを立ち上げ、その検討結果を踏まえ、関連する諸規
則の改正・制定や事務処理の一元化を進めるなど、次年度に向けた取組を行ったことは評価できます。また、各少年自然の家の連携による事業展開や本部へ
の職員派遣研修制度など、連携体制、事務の効率化に成果がみられました。今後は、更に本部と各施設の連携はもとより、各施設間の連携協力を推進し、業
務運営の効率化が図られることを期待します。

・業務の効率化について
　職員一人ひとりの節減への意識の徹底や利用者への協力依頼により、光熱水料とともに使用量の節減への取組に成果が見られました。今後も、引き続き節
減への努力が望まれます。外部資金については、今後も、積極的な受入に努めることを期待します。また、１％の業務の効率化については、運営費交付金の
効率的な執行に努めることが望まれます。

・人事管理について
　法人として、専門性の高い職員の養成・確保のため、新たにプロパー職員（準専門職員）７名を採用したこと、体系的な職員研修の一環としてニュージー
ランドでの長期海外実践研修に職員２名を派遣したことは高く評価できます。また、各少年自然の家の事業部門の強化を目指した組織機構の見直しや、本部
への一層の事務の一元化を図るための職員の再配置などについて、平成１６年度実施に向けて、プロジェクトにより検討を行ったことは評価できます。今後
も、職員の採用に当たっては、幅広い分野からの人材の確保とともに、法人内における専門性の高い職員の計画的養成と各施設における適正な人員配置に向
けて積極的な取組みを期待します。



独立行政法人国立少年自然の家の平成１５事業年度に係る業務の実績に関する評価[項目別評価]  
○業務運営の効率化に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ-

１ 　

　　法人本部と各施設の連携では、組
織運営、人事管理、財務会計に関す
る庶務課長による各プロジェクトを
立ち上げ、その検討結果を踏まえ、
関連する諸規則の改正・制定や事務
処理の一元化を進めるなど、次年度
に向けた取組を行ったことは評価で
きます。
　また、各少年自然の家の連携によ
る事業展開や本部への職員派遣研修
制度など、連携体制、事務の効率化
に成果がみられました。
　今後は、更に本部と各施設の連携
はもとより、各施設間の連携協力を
推進し、業務運営の効率化が図られ
ることを期待します。

Ａ
（１）法人本部と各少年自然の家の連携協力による効率化の推進
　　　本年度は、これまでの連携体制を更に推進し、業務運営の効率化を図るための具体的な検討を行うとと
　　　もに、各少年自然の家の連携協力による事業の取組に努めた。
　　① 庶務課長等の実務者を構成員とする各プロジェクトを設置し、少年自然の家の組織運営・人事管理・
       財務会計等の諸課題について、具体的な検討を行った。
　　　 　○ 組織運営に関するプロジェクト
　　　  　　主な検討事項
              ・管理運営事務の一層の本部集中化・一元化
　　　　 　   ・本部集中化等に伴う職員の再配置
　　　　 　   ・各少年自然の家における事業部門の強化を目指した組織機構の見直し
　　     ○ 人事管理に関するプロジェクト
　　　  　　主な検討事項
              ・非常勤職員の雇用についての見直し
              ・準専門職員の雇用形態に見合った評価・処遇の在り方
              ・今後の人事交流の在り方、人材確保のための方策
     　　○ 財務会計に関するプロジェクト
　　 　 　　主な検討事項
              ・事務の標準化
              ・新たな自己収入の確保
　　 　   　各プロジェクトの検討結果を踏まえ、関連する諸規則の改正・制定や準備事務を進め、平成１６
            年度の実現に向けた取組を行った。
     ② 各少年自然の家の連携協力による事業の取組
　　  　　○活動プログラムの指導の在り方に関するプロジェクト
　　  　　　  ・主な検討事項　・利用団体の利用のねらいに応じた柔軟な指導・助言の在り方
          ○「海の体験活動研究会」による活動プログラムの検討
              ・海型の３施設（若狭湾、室戸、大隅）が実施
　　 　 　○ 子どもの広域交流事業の実施
　　 　 　 　 ・国立少年自然の家８施設（日高、立山、曽爾、吉備、山口徳地、室戸、諫早、大隅）が実施
　　 　 　○職員の派遣による業務の支援
　　　　 　 　・台風１０号による日高の水害復旧支援活動(全国の少年自然の家から職員３４名が、復旧作業
　　　　　　　　を行う。)
　　　　 　 　・第１５回全国生涯学習フェスティバル
　　　　 　 　　＜法人本部及び３施設（夜須高原、諫早、大隅）から職員１０名を派遣。＞
　　　　 　 　・職員研修派遣制度による連携協力
　　　　　　　　少年自然の家から本部への業務協力　　１１施設１６名
　　　　　　　　他の少年自然の家への業務協力　　 　　 １施設　１名

（２）各少年自然の家における業務運営の標準化に向けた取組の推進
　　①旅費及び謝金の支給基準について、標準化に向けた検討
　　②法人本部と各少年自然の家の機能的統合のための諸規則の制定
　　③法人の諸規則の「規程」と「規則」の名称の統一及び種別毎の分類整理を行い、規則の廃止（４０本）
　　  並びに制定（２８本）を行った。
（３）事務の簡素化・効率化を図るための取組
　　 事務の簡素化・効率化を図るため、ホームページでの仮申込（７施設）や利用手続の簡略化（４施設）
    等を行った。

　

Ａ＋：特に優れた実績を上げている。
Ａ：中期計画を十分に履行し、中期目標に向かって着実に成果を上げている。
Ｂ：中期計画をほぼ履行し、中期目標に向かって概ね成果を上げている。
Ｃ：中期計画を十分には履行しておらず、中期目標達成のためには業務の改善が必要である。
Ｃ－：評価委員会として業務改善の勧告を行う必要がある。

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

全国に分散した施設を機能的に統合して
連携体制を整備し、事務の集中管理によ
る簡素化・効率化を図る。

　
　

指　　　　　　　標

評　　　　　　　　　　　　定

留　　意　　事　　項
Ａ

+
ＡＢ

ＣＣ
-

評　定

評　　　価　　　に　　　係　　　る　　　実　　　績

評　　価　　基　　準

中期計画の各項目

Ⅰ　業務運営の効率化に関する目標を達成
  するためにとるべき措置

評　　価　　項　　目

施設の連携体制の状況

①事務の集中管理による
　簡素化・効率化状況



Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ-

光熱水料の節減率
★目標：１％
（前年度光熱水料－当
該年度光熱水料）／前
年度光熱水料
 注） 利用者数の増減
を勘案する

 1.5%
以上

1.0%
以上
1.5%
未満

1.0%
未満

 

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

  光熱水料については、少年自然の家の立地条件による施設設備の内容や利用者の稼働数並びに気候条件等に
より左右されるが、少年教育施設としての役割や利用者へのサービス低下を招くことがないように配慮しつつ
効率的な運営に努めるとともに、職員一人ひとりの節減への意識の徹底を図った。
　
〔光熱水料の支出実績額〕　上段：使用量、下段：支出実績額　　※節減率小数点第２位四捨五入

　
　　　　　　　光熱水料の節減率：
　　　　　　　　　平成１４年度　　　　　244,831,608円
　　　　　　　　　平成１５年度　　　　　238,691,173円
          　　　  節減率・・・２．５％：節減目標：１％

        　　  （平成14年度光熱水料実績額－平成15年度光熱水料実績額） × 100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年度光熱水料実績額
      　　　　 ( 244,831,608円 － 238,691,173円 ) × 100 ≒ ２．５ ％
　　　　　　　　　　　　　244,831,608円

Ｂ

　外部委託については、法律に基づく業務や特殊な業務を除き、少年自然の家の効率化を図る観点から必要性
の有無を十分に検討し、効率的な委託を推進した。特に既存の外部委託については、仕様内容の見直しととも
に、競争による契約を推進した。
　平成１５年度は、新規に１４施設で１０業務、２６件の外部委託を行い、３施設で４業務の外部委託を廃止
した。

   国立少年自然の家は、全国に分散する１４の少年の家を統合し、その統合法人としてのメリットを活かした
効率的・効果的な運営が求められている。各少年自然の家は、その立地条件の違いから地域のニーズや主要活
動プログラム、施設・設備、社会的基盤等、その運営を支える条件にも違いがあり、その立地条件を活かしつ
つ、効果的・効率的な施設運営を進めている。
　国立少年自然の家では、より効果的で効率的な運営ができるように、理事長が経営の方針を示し、成果や課
題における各施設の業務実績について必要な情報を把握し、経営判断に必要なものを分析し、法人としての自
己点検・評価を行っている。
　したがって、当部会としては、法人の自主性を尊重し、統合法人としてのメリットを活かした法人全体の努
力を評価するスタンスを今後も継続していくこととしたい。

評　　　　　　　　　　　　定

中期計画の各項目

評　　価　　項　　目 評　　価　　基　　準

指　　　　　　　標

Ⅰ　業務運営の効率化に関する目標を達成
  するためにとるべき措置

２ 業務の効率化状況

評　　　価　　　に　　　係　　　る　　　実　　　績

　
　

Ａ
+
ＡＢ

ＣＣ
-

評　定

留　　意　　事　　項

　

　職員一人ひとりの節減への意識の
徹底や利用者への協力依頼により、
光熱水料とともに使用量の節減への
取組に成果が見られました。
　今後も、引き続き節減への努力が
望まれます。
　１％の業務の効率化については、
運営費交付金の効率的な執行に努め
ることが望まれます。

光熱水料の節減、外部委託、情報化、調
達方法、支払窓口の一本化等の見直しを
進める。

②外部委託の見直し状況

①光熱水料の節減状況

区 分 14年度実績：Ａ 15年度実績：Ｂ 差引(Ａ－Ｂ)：Ｃ 節減率 Ｃ/Ａ*100

  7,604,477 Kwh   7,353,986 Kwh     250,491 Kwh       3.3 ％ 
電 気

 137,320,083 円  128,143,902 円    9,176,181 円       6.7 ％ 

    304,927 ｍ3     307,824 ｍ3 △    2,897 ｍ3 △    1.0 ％ 
水 道

  45,106,725 円   46,629,649 円 △ 1,522,924 円 △    3.4 ％ 

     12,641 ｍ3     10,056 ｍ3     2,585 ｍ3     2.0 ％ 
ガ ス

   3,292,566 円    2,687,544 円    605,022 円    18.4 ％ 

   1,496,963 ㍑    1,460,358 ㍑ 36,605 ㍑          2.4 ％ 
重 油

  48,196,663 円   50,577,779 円 △ 2,381,116 円 △    4.9 ％ 

     270,712 ㍑      257,595 ㍑    13,117 ㍑     4.8 ％ 
灯 油

  10,915,571 円   10,727,451 円    188,120 円     1.7 ％ 

合 計  244,831,608 円  238,691,173 円    6,140,435 円    2.5 ％ 

 



1.5%
以上

1.5%
以上

1.0%
未満

※文部科学省独立行政法人
  評価委員会総会が示す統
  一的な考え方

　少年自然の家の業務に必要な物品等の調達では、規格及び数量、納入期限など条件にあった物品等を法人が
定めた会計規程に基づき、迅速かつ効率的な調達に努めた。
　また、少年自然の家は、市街地から離れた場所にあるため、まとめ買い等により事務の停滞を防止する工夫
を行った。

　①　調達における契約方法の改善
　　　 随意契約から競争契約に変更（１施設、３件）
       ボイラー運転及び保守管理業務、庁舎清掃業務、警備等業務

　②　まとめ買いによる調達の推進
　　　１４施設で市価よりも安価に調達が可能なまとめ買いを実施した。
　　　調達品目：コピー用紙、印刷用紙、トイレットペーパー、蛍光管、封筒、事務用消耗品等

　③　消耗品等の通信販売システムの活用
　　　事務用消耗品を中心に市場価格と同等の価格で購入可能な物品を宅配便で配達する通信販売システムは
      発注した翌日に調達できることから、本部を含めて７施設で活用した。
  　　  また、物品調達に際しては、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(グリーン購入法)
　　　に基づく調達に努め、エコマーク等の情報の活用など、できる限り環境負荷の少ない物品の調達に努め
　　　た。

　光熱水料の節減等、法人が一体となって業務運営の効率化を目指した結果、平成１５年度は０．８％の業務
の効率化を図ることができた。

　　　・目標 ：１％
　　　平成１５年度実績 ：０．８％

 　なお、１％の業務の効率化目標を達成できなかったが、これは「事務の集中化、一元化に伴う国立少年自然
の家本部事務室の改修等経費」（18,316千円）があったためである。

　本年度は、法人本部と各少年自然の家間における情報の共有化と情報ネットワークの改善について、下記の
３項目を実施した。
　ア　法人としての重要な運営方針や共通の課題、各少年自然の家の先導的な取組事例等、共有すべき情報に
    ついては、年３回実施した所長会議や所長と役員の懇談会、課長会議等において情報の共有に努めた。
　イ　理事長からの業務運営に関する方針や法人としての新たな取組、各少年自然の家の先導的な事業事例等
    法人の全職員が共有すべき情報は、法人内のイントラネット上の掲示板（フォーラム）を活用して、情報
　　の共有化に努めた。
　ウ　法人内の文書発出については、電子メールを活用し、情報提供の迅速化、ペーパーレス化に努めた。

④物品の調達方法の改善
　状況
  注）「国等による環境
　　　　物品等の調達の
　　　　推進等に関する
　　　　法律」への対応
　　　　に配慮する

③事務の情報化の状況

⑤１％の業務の効率化
★目標：１％
（運営費交付金予算額÷
０.９９－運営費 交付金
決算額）÷（運営費交付
金予算額 ÷０.９９）
　
  注）新規・拡充分を除
　　　く
　注）目的積立金への
　　　積立分を除く

(運営費交付金予算額÷０.９９－運営費交付金決算額) ÷ (運営費交付金予算額÷０.９９)

（4,115,086千円÷０.９９－4,124,979千円）÷（4,115,086千円÷０.９９） 
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１

アンケート調査による
参加者の満足度
★目標：８０％以上

　 90%
以上

80%
以上
90%
未満

80%
未満

　

主催事業の実施状況

評　　価　　項　　目

①現代的課題、今日的な
　少年教育に関する事業
　への取組状況

　国立少年自然の家では、少年の現代的課題に対応した事業や施設の特色・立地条件を生かした事業など、多
様な事業を実施した。
　具体的には、異年齢集団での長期にわたる冒険的な活動を通して子どもたちの自主性・主体性や社会性を育
む「長期自然体験事業」、長期の移動キャンプ等を通して困難を乗り越え自分への自信や行動への積極性、社
会性を育む「不登校等の児童・生徒を対象とした事業」、少年自然の家の豊かな自然や体験活動プログラムを
生かした学校との連携による「総合的な学習の時間に対応した事業」「環境学習に対応した事業」など、少年
自然の家の教育機能を発揮し、少年の体験活動の推進・充実に努めた。（※詳細は別添資料Ｐ１～１４）

　○少年の「現代的課題」、各施設の立地条件等を生かした特色ある事業等、合わせて１１１事業を実施し、
　  少年に豊かな体験活動の機会を提供することができた。
　○これらのうち、３２事業を｢重点事業｣として位置付け､外部の専門家等の協力を得て事業を展開し、その
    成果を関係機関に発信することができた。
　○新たな取組として、少年自然の家が取組んだ事業成果や少年自然の家がテーマとして掲げる現代的課題等
    を踏まえた取組をより多くの方々に発信・普及するため、公開シンポジウム等を６施設が実施した。

　

９１．６％

評　　価　　基　　準

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

〔主催事業における評価の視点〕
(1)事業の企画・立案段階に関しての評価
　○継続事業：前回の事業内容の分析とその成果や課題を踏まえた改善状況○新規事業：ニーズの掌握、的確
    な情報の収集・分析を通した現代的課題に対応する事業の企画状況○専門家等からの意見の聴取と専門性
    の高い事業の実施状況
(2)事業の実施・展開段階での評価
　○関係機関・団体との連携による事業展開の状況○効果的・効率的な事業運営○広報の適切性
(3)「事業の成果」に関する評価
　○平成１４年度の「自己点検・評価」における課題への対応○事業のねらい・目的の達成状況○参加者の満
    足度(80%以上)○適切な定員による事業の実施○費用対効果の検討○事業成果の普及の取組み○改善すべ
    き課題等の把握

評　　　価　　　に　　　係　　　る　　　実　　　績中　期　計　画　の　各　項　目
指　　　　　　　標

Ａ
+
ＡＢ

ＣＣ
-

評　定
　
　

　

　少年自然の家では、異年齢集団で
の長期にわたる冒険的な活動を通し
て子どもたちの自主性・主体性や社
会性を育む「長期自然体験事業」、
長期の移動キャンプ等を通して困難
を乗り越え自分への自信や行動への
積極性、社会性を育む「不登校等の
児童・生徒を対象とした事業」、少
年自然の家の豊かな自然や体験活動
プログラムを生かした学校との連携
による「総合的な学習の時間に対応
した事業」「環境学習に対応した事
業」など、少年自然の家の教育機能
を発揮し、少年の体験活動の推進・
充実に努め、成果を上げていること
は、評価できます。
　また、事業成果や少年自然の家の
教育機能の発信・普及のために公開
シンポジウム等に取り組んだこと
も、評価できます。
  今後は、引き続き小学校低学年を
対象とした事業や「総合的な学習の
時間」に対応した事業を一層充実す
るとともに、参加を促す丁寧な広報
に努めていくことが望まれます。

評　　　　　　　　　　　　定

留　　意　　事　　項

Ａ

Ⅱ　国民に対して提供するサービスその他
  の業務の質の向上に関する目標を達成す
  るためにとるべき措置

少年の団体宿泊訓練に関する事項
・主催事業
　主催事業を計画するに当たり、①継続事
業においては、前回の事業の成果を踏ま
え、継続していく必要性や事業のねらいを
明確にする、②新規事業においては、地域
の実情に照らし、現代的課題とは何かにつ
いて、的確な情報を収集、調査分析を行
い、その展開方法について各分野の専門家
の意見を取り入れるなど、もっとも成果が
上がるような計画を策定する。
　また、計画策定に当たり、過去の同種の
事業の参加人数や指導者の許容範囲を勘案
しながら適性な事業規模とする。
　事業終了後において、当初の目的が達成
されたか、報告書を作成し、結果や評価等
の調査研究を行う。
　以上のことから中期目標期間中に、地
域・課題等を考慮し、以下の主催事業を計
画的に実施する。
(1)各施設の実情や立地条件等に基づい
　た、独自性を発揮した事業の企画、適
　切な目的・内容・方法・対象・時期な
　どを踏まえた事業の実施、公立少年自
　然の家等に対する事業内容・運営手法
　などの成果の普及、事業評価に基づく
　課題の改善などを促す。
　 また、自然体験活動、ボランティア
 活動、環境学習 、異年齢交流など、適
 切な手法で事業の目的を達成するよう
 促す。
　 なお、事業の効果をより高めるため
　に、施設周辺の自然環境の活用、関係
　機関等との連携、地域の課題への対応
　などにも留を促す。
(2)平成１４年度から実施の完全学校週
  ５日制に対応するため、これまでの学
  校週５日制対応事業の成果をまとめ、
  平成１４年度以降の学校週５日制対応
  事業について、その在り方を検討し、
  検討結果に沿って実施し、その成果を
  公立少年自然の家等に普及する。
(3)調査研究・開発体制を整え、新しい
  活動 プログラムの開発・実施・普及
　計画を立て、新規プログラムを開発し
  公立少年自然の家等に普及する。
(4)主催事業参加者から高い評価が得ら
  れるよう、各施設において事業の企
　画、参加者への対応等が適切に行わ
　れるよう促す。

事 業 内 容 事業数 参加者数 
満足度

（％）

①少年の現代的な課題等に対応した事業 ６３ 92.0

 

 

対

応

課

題

ア．「長期自然体験活動」      （１６）

イ．「不登校児童・生徒等」        （９）

ウ．「学校教育における総合的な 

学習の時間」  （９）

エ．「障害児（者）を対象とし、 

ノーマイゼーション等を目的」 （９）

オ．「環境教育・環境学習」       （３）

カ．「国際理解･国際交流」       （２）

キ．「科学する心を育む」           （７）

ク．「異文化理解・交流」        （８）

5,219 

 

 

②施設の特色･立地条件を生かした事業 ２８ 1,673 89.4

③学校との密接な連携による事業 １0 
（１０）

2,072

（2,072）

93.9

④その他少年の健全育成を図るための事業 １２ 3,354 89.4

⑤保護者を対象とした事業 ４ 
（１） 

126 

(23) 

93.4

取

 

組

 

状

 

況

⑥公開シンポジウム等による発信・普及事業 ６ 
（１） 

1,864 

(1,130) 

 

                               ※（ ）は再掲 



アンケート調査による
参加者の満足度
★目標：８０％以上

　 90%
以上

80%
以上
90%
未満

80%
未満

　

　教育効果の検証に関する実証的な調査研究は、長期自然体験事業が参加者に及ぼす効果、障害のある子ども
への体験活動の在り方や支援方策、水辺活動の「生きる力」に与える効用等をテーマとして、９施設が１５の
調査研究を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　（※詳細は別添資料Ｐ２０～２２）

　主催事業や調査研究を通して得た成果は、「主催事業実施報告書」「調査研究報告書」として取りまとめを
行い、その成果を公立少年自然の家、県市町村の教育委員会、その他教育関係機関等に広く配付し、普及に努
めた。
　
○事業成果・調査研究の取りまとめ状況

　☆調査研究報告書の内容

③プログラムの開発及び
　普及状況

②学校週５日制対応事業
　についての取組状況

④事業成果及び調査研究
　の取りまとめ状況と関
　係機関への普及状況

　   土・日に、子どもたちに豊かな自然の中での様々な体験活動の機会を提供するとともに、家族が共通の体験
活動を通じて、家族のふれあいや絆を深めることをねらいとした「学校週５日制対応事業」及び地域の人々や
これまで少年自然の家をあまり知らない方々に少年自然の家の活動プログラムや少年自然の家の取組を体験・
理解してもらうための「施設開放事業」等、シリーズでの事業を含め７５事業実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※詳細は別添資料Ｐ１５～１９）

９３.１％

事業成果報告書等 報告書 刊行部数 

ア 主催事業実施報告書   37 83,185 

イ 調査研究報告書   13   10,150 

       合     計   50 93,335 

 

事業プログラムの開発 事業数 

①教育効果に関する実証的な調査研究プログラム   １５ 
②事業プログラムの開発   ２９ 

調 査 研 究 
取 
 
組 
 
状 
 
況 

・教育効果の検証に関する実証的な調査研究は、長期自然体験事業が参加者に及ぼす効果、障害のあ

る子どもへの体験活動の在り方や支援方策、水辺活動の「生きる力」に与える効用等をテーマとし

て９施設が１５の調査研究を実施した。 
・事業プログラムの開発では、総合的な学習の時間、長期自然体験活動、障害児、不登校、歴史・文

化等をテーマとして、全施設が２９の事業プログラムを開発した。 
・調査研究では９施設、事業プログラムの開発では全施設が、学識経験者、学校教員、民間教育事業

者、関係機関等からの構成員による研究委員会や企画委員会を組織し、事業に取り組んだ。 
 

・四季折々の自然を生かした年間を通しての事業、家族共同での作る・育てる・収穫する等

の事業、家族間の交流を促進するプログラム等、多様な事業展開に努めた。 

・「学校週５日制対応事業」では、各少年自然の家とも参加者同士が交流できるゆとりのあ

るプログラムの設定や自然の中で活動する楽しさを知るプログラム等を工夫することが

できた。 

・新規事業では、これまで少年自然の家の休業日であった年末年始を利用して、正月行事に

ちなんだ日本の伝統的な活動を取り入れた事業を実施し、新たな外部の専門家の発掘や活

動プログラムの開発に努めた。 

取

組

状

況

 

 

参加人数 ２７，３１９人 （前年度比 1,６５７人増） 

 

施設名 報    告    書    名 冊数 

日  高 
シシリムカ（ボランティア登録制度、ボランティア学習、長期自然体験事

業） 
200

花  山 ふれあい新発見冒険隊報告書 500

信州高遠 少年期に必要な体験活動と指導のあり方 2,000

妙  高 冬の活動ハンドブック 500

立  山 
「豊かな森からの発信！こちら立山エコセンター『総合的な学習の

時間のプログラム開発』その１」 
1,150

若 狭 湾 総合的な学習に向けて海に学ぶ自然体験プログラム 250

吉備自然体験カワセミクラブ 1,900
吉  備 

報告書「学社融合推進調査事業」 1,700

室  戸 海の自然体験活動研究会報告書 1,000

施設内ビオトープに関する調査・研究 50
夜須高原 

こどもの城を使った活動プログラムの紹介 100

チャレンジ・ザ・キャンプ 300
大  隅 

「総合的な学習の時間」に活用できるプログラム事例集 500

 



143
万人
以上

130
万人
以上
143

130
万人
未満

２ 少年の団体宿泊訓練のための利用に供す
るとともに、少年の団体宿泊訓練につい
ての指導及び助言に関する事項
･ 受入れ事業
(1)施設を、少年の健全育成を目的とし
　て学校、団体、グループなどが実施
　する、少年及び少年教育に携わる指
　導者を対象にした団体宿泊訓練のた
　めの利用に供する。
(2)広報活動を積極的に行い、これまで
　青少年教育施設を利用したことのな
　い団体を受け入れる。
(3)公立施設では受入れが困難な大規模
　（２００人超）利用・長期利用（５
　日以上）及び新規団体の利用などに
　も配慮しつつ、毎年度１３０万人
　程度の利用者を受け入れる｡
(4)利用団体が利用目的を達成するため
　に必要な指導・助言の在り方を検討
　し、事前の利用相談等において適切
　な指導・助言を行い、全利用団体の
　最低７０％を超える利用 団体が目的
　を達成するよう事業を行う。
(5)少年自然の家職員に対し、指導能力
　向上、企画能力向上、接遇の向上な
　ど、施設内外での研修機会を与える。

(6)利用団体の活動支援のための外部
　研修指導員、施設利用者に対して
　様々な援助を行うボランティアなど
　の確保及び資質・指導力向上のため
　の研修機会を設け、利用団体のニー
　ズに即した支援を行う。

①年間の稼動数
★目標：１３０万人程度

受入れ事業の実施状況 ・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

②新規利用団体受入れに
　対する取組状況

Ｂ

　

　少子化が進行する中で、目標の１
３０万人を大きく上回る１４０万人
を受入れるとともに、新規利用団体
が４１．３％であることは、学校や
未利用団体への利用促進に努めた結
果であると評価できます。
　今後は、一層、各施設のホーム
ページの充実を図り、利用者の視点
に立った情報提供を行うとともに、
小・中学校の更なる利用の拡大を図
ることが望まれます。

「受入れ事業における評価の視点」
○年度内の目標稼動数の確保（１３０万人程度）○指導・助言に対する利用者の満足度（７０％以上）○利用
目的の達成度（７０％以上）○新規団体の利用促進と広報活動の実施状況○利用者サービスの向上と職員研修
の状況○利用団体の活動を支援する人材の確保と資質向上の研修状況○利用者の視点に立った改善状況
（中期目標期間中の全国の学校利用割合＜法人としての目標値＞）
　小学校・中学校・特殊教育諸学校：各１０％以上

(1)新規利用団体の実績
　　新規利用団体は、１７，０４０団体中、７，０４１団体であり、全利用団体の4１．３％である。

(2)利用促進のための資料の作成・送付
 　・地域の関係機関・団体へのパンフレット送付（１３施設）
 　・利用対象に応じた広報資料の作成（１２施設）
 　・新規利用が見込まれる団体へのパンフレット及び利用の手引きの送付（１２施設）
　
(3)広報活動の展開
 　・施設開放事業の実施（全施設）
 　・職員の直接訪問による広報（全施設）
 　・地域情報紙への記事掲載やＴＶ、新聞、ラジオ等による広報活動を実施（１３施設）
   ・地域の研修会等での事例紹介や発表（１３施設）

★　目標：１３０万人程度
　平成１５年度の稼動状況は、目標である１３０万人程度を上回り、１４０万人であった。なお、利用団体を
対象別にみると、７５．７％が、「小学校」「中学校」「盲･聾･養護学校」の児童生徒、及び「青少年団体・
グループ」「青少年教育施設・社会教育関係団体」「家族」など、少年及び少年教育関係者である。

☆月別稼働数・利用団体数

☆施設別稼働数・利用団体数

※ 平成１4年度稼働数1,392,864人
　  団体数17,244
    平成１5年度稼働数1,405,700人
  　団体数17,040
    稼働数の増12,836人
   （前年度比0.9％の増）

 稼働数 団体数  稼働数 団体数 

４月 137,262 1,194 １０月 119,722 1,365 

５月 179,195 1,912 １１月 63,699 1,032 

６月 152,674 1,628 １２月 27,411 624 

７月 187,430 2,122 １月 55,909 818 

８月 219,520 2,680 ２月 69,206 1,071 

９月 121,151 1,417 ３月 72,521 1,177 

 合 計 1,405,700 17,040 

 

施設名 稼働数 団体数 施設名 稼働数 団体数 

日 高 87,445 999 曽 爾 115,034 1,342 

花 山 81,731 1,075 吉 備 100,722 1,020 

那須甲子 162,405 1,762 山口徳地 92,325 1,630 

信州高遠 103,647 1,189 室 戸 67,209 935 

妙 高 112,670 1,276 夜須高原 133,937 1,601 

立 山 87,094 1,099 諫 早 110,180 1,095 

若狭湾 79,287 822 大 隅 71,964 1,195 

合 計 1,405,700 17,040 

 



　 80%
以上

70%
以上
80%
未満

70%
未満

　

 80%
以上

70%
以上
80%
未満

70%
未満

 ④アンケート調査による
　利用者の満足度
★目標：７０％以上

⑤利用者サービス向上の
　ための職員に対する研
　修の計画的な実施状況

③指導・助言に対する
　満足度
★目標：７０％以上

☆事前打合せ等の指導・助言に対する満足度

　平成１３年度の法人化以来、各施設とも、利用者のアンケート結果、専門家・地域住民との懇談会等の意見
を踏まえ、利用者のサービスの向上や施設・設備の改善・充実のための業務運営の見直しを行っている。その
結果、｢生活面に対する満足度(91.4％)｣｢活動面に対する満足度(91.2％)｣｢職員に対する満足度(93.3％)｣｢利用
目的の達成度(93.6％)｣と１４施設全体の平均で高い満足度が得られた。なお、各項目に対する「不満」につい
てはアンケートを詳細に分析し、改善に努めている。
☆生活面に対する満足度　　　　　　　　　　　　　　☆活動面に対する満足度

☆職員に対する満足度　　　　　　　　　　　　　　　☆利用目的の達成度

　各施設とも「職員の資質向上を図るための研修」「接遇研修」「新任職員研修」等、利用者サービスの向上
を目指した内部研修を積極的に実施した。
　また、外部研修においては、資質向上のための研修に職員を派遣するとともに、指導者としての専門性を高
める研修への参加を積極的に行った。なお、本年度は、体系的な職員研修の一環として、職員の専門性・指導
能力の向上を目指す「長期海外実践研修」に２名派遣した。
　　☆「内部研修」

利用目的は達成されましたか 

 回収数 8,696

達成された 
満 足 

ほぼ達成された 
97.1%

不 満 達成できなかった 2.9%

 

職員の対応や指導はいかがでしたか 

                回収数 9,833

とても良い 
満 足

良 い 93.3%

どちらとも言えない 

あまり良くない 不 満

良くない 

6.7%

 

少年自然の家の生活はいかがでしたか 

             回収数 9,686 

とても良い 
満 足

良い 91.4 %

どちらとも言えない 

あまり良くない 不 満

悪い 

8.6%

  

少年自然の家の活動はいかがでしたか 

回収数 9,573 

とても良い 
満 足 

良い 

91.2%

どちらとも言えない 

あまり良くない 不 満 

悪い 

8.8%

事前打合せを実施された場合、今回の利用に生かされましたか。 

回収数 8,677 

とても生かされた 
満 足 

生かされた 
     93.8% 

あまり生かされなかった 
不 満 

全く生かされなかった 
6.2% 

 

区 分 及 び 内 容 件 数 延べ参加者数（人）

職員の資質向上を図るための実践的研修事業等の実施 59    668

接遇に関する研修 17    261

防災・救急法等の研修 34    758

活動プログラムの習得の研修 100    688

新任職員に対する研修 17 98

その他の研修 18    222

合    計 245 2,695

 



⑥利用団体の活動支援の
　ための人材等の確保及
　び資質等向上のための
　研修実施状況

☆人材等の確保
　法人全体として、体系的、一体的なボランティアの養成及びボランティア活動の推進を図るため、各国立少
年自然の家共通のボランティア養成研修及び専門研修プログラムの策定及び活動のための体制の整備について
検討を推進した。（１６年度から実施）
　少年自然の家全体を通して、外部の専門的指導員・ボランティアの確保に努めるとともに、社会教育実習生、教
職員の体験学習研修会等の受入れを行い利用団体の活動支援体制の充実を目指した。
平成１５年度における施設全体のボランティア登録者数は１，１９１人（昨年度比11.4％増）、このうち実動
者は７５９人（昨年度比3.7％増）である。また、登録者数に占める実動数の割合は63.7％（昨年度68.5％）で
ある。

　　☆「外部研修」

    ☆「本部及び各少年自然の家共催による内部研修」

区 分 及 び 内 容 件 数 参加者数（人）

施設職員としての資質向上を図る研修 86 225

自然体験に関する研修 20 49

社会教育に関する研修 19 38

青少年指導者の国際理解に関する研修 17 17

安全管理･健康管理に関する研修 9 40

実務研修 48 58

接遇に関する研修 1 10

合   計 200 437

 

区 分 及 び 内 容 件 数 延べ参加者数（人）

新任職員に対する研修 4 42

施設職員としての資質向上を図る研修 5    71

合    計 9 113

 

☆施設別 ボランティア登録・実動者数（平成１６年３月現在） 

施設名 日高 花山 那須 高遠 妙高 立山 若狭 曽爾 吉備 徳地 室戸 夜須 諫早 大隅 合計

人 数
１５６

(146)

１５３

(36)

７７

(44)

 ５１

(22)

４５

(31)

６４

(31)

８２ 

(75) 

６２ 

(40) 

３６

(26)

６９

(68)

１３９

(94)

１０３

(23)

６４

(44)

９０

(79)

1191

(759)

※（   ）内は実動者数〈内数〉 
 

☆外部の専門的指導員の登録状況 
施設名 日高 花山 那須甲子 信州高遠 妙高 立山 若狭湾 
人 数 ９  ９ ２４ １０６ ９９ １２ ２５ 

曽爾 吉備 山口徳地 室戸 夜須高原 諫早 大隅 合計 
２４ １６ ４０ ４５ ２８ ４ １１ ４５２ 

 



アンケート調査による
参加者の満足度
★目標：８０％以上

　 90%
以上

80%
以上
90%
未満

80%
未満

　

アンケート調査による
参加者の満足度
★目標：８０％以上

　 90%
以上

80%
以上
90%
未満

80%
未満

　

93.9%

Ａ

３ 少年の団体宿泊訓練に関し、少年教育指
導者の研修に関する事項
･主催事業
(1)特に専門性の高い、少年教育に携わ
　る指導者の資質向上を目的とした、
　次のようなブロック規模・全国規模
　の研修事業や地域課題に対応した
　研修事業を実施する。
 ア 少年団体指導者、施設職員等を
　　対象にした研修
 イ ボランティア養成研修
 ウ 外部研修指導員を対象にした研修
 エ 指導者の企画力や専門性等を高め
　　る研修

少年教育指導者研修の実施
状況

①少年団体指導者、施設
　職員等を対象とした研
　修の実施状況

②ボランティア養成研修
　の実施状況

※「Ⅱ－１主催事業の実施事業、Ⅱ－２受入事業の実施状況」に記載②広報活動の充実に関す
   る取組状況

附帯業務の実施状況 ・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

４

①施設・設備の計画的充
　 実に関する取組状況

前項の業務に附帯する事項
(1)施設・設備の充実
　　主催事業参加者や利用団体の意見
　やニーズを把握し、団体宿泊訓練が
　効果的に行われるような施設・設備
　の計画的充実を図る。
(2)広報活動の充実を図るための計画
　刊行物等広報関係資料の配布など、
　事業の広報活動及び実施事業の成
　果の普及・啓発等を各施設の実状
　等を踏まえて効率的に行う。

　指導者研修事業の体系化に基づき、少年団体や利用団体指導者、少年自然の家職員、学校教員等を対象に下
記のとおり実施した。
　また、「専門性の向上」「より広域的な発信」をねらいとする研修事業として、本部と各施設共催による事
業を新規に４事業実施した。　（※詳細は別添資料Ｐ２３～３１）

　　☆少年教育指導者等を対象とした研修

　ボランティア活動を希望する青年にその機会と場を提供するため、少年自然の家でのボランティア活動に必
要な基本的な知識と技能の習得のための実践的な研修事業を実施した。
　また、本年度は、法人として一体的、体系的なボランティア養成及び活動の推進を図るため、各施設共通の
養成プログラム及び専門研修プログラムを策定した。　（※詳細は別添資料Ｐ３２～３７）

　　☆ボランティア研修事業

　指導者研修事業の体系化に基づ
き、研修事業を実施し、特に本部と
各施設共催による専門的・広域的な
事業を実施したことは評価できま
す。また、法人として共通的なボラ
ンテｲア養成及び資質向上のための
プログラムの策定に努めたことは評
価できます。
　今後は、この体系化に基づく指導
者研修事業の一層の充実、共通プロ
グラムに基づくボランテｲア養成に
努めていくことが望まれます。

94.4%

                  ※「Ⅶ―１　施設・設備の整備状況」に記載

研 修 内 容 事業数 参加者数

①少年教育指導者等を対象とした専門性

の高い研修 
  9 473

②少年団体指導者等を対象とした研修   13 438

③教員を対象とした体験活動を促進する

研修 
  16 1,139

④公立施設職員を対象とした研修   4 134

⑤ボランティアの養成研修   17 621

取
組
状
況 

⑥ボランティアの資質向上研修   11 744

合  計 70 3,549

 

研  修  内  容 事業数 参加者数 

養成研修 17 621 

資質向上研修 11 744 

合  計 28 1,365 

 



○財務内容の改善に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ-

110%
以上

100%
以上
110%
未満

100%
未満

１

２

  外部資金では、民間企業等に積極
的な働きかけを行い、受託事業・協
賛事業の実施や協賛物品の受入に努
めたことは評価できます。
　今後も少年自然の家の理解促進を
図り、積極的な外部資金の受入に努
めていくことが望まれます。

Ａ

評　　　価　　　に　　　係　　　る　　　実　　　績 Ａ
+
ＡＢ

ＣＣ
-

評　定

評　　　　　　　　　　　　定

　
　

短期借入金の借入実績と効果、借入理由など

  なし

重要な財産の譲渡等の実績など

　なし

　
　

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

　独立行政法人制度が、独立採算性を前提とするものではなく、その対象となる業務を民間の主体に担わせた
場合には必ずしも実施されないおそれがあるので、独立行政法人にその業務を担わせた趣旨であることを鑑み
ると、自己収入を必要としながらも、法人の本来業務に影響を及ぼすまでの収益確保を想定しているものでは
ないと考える。
　また、教育的配慮の下、団体宿泊や自然体験など家庭や学校では得ることのできない各種の体験を通じて少
年を育成する目的で設置されたものであり、利用者全員について宿泊料を徴収しないこととする一方で、朝夕
のつどいへの参加や宿泊室等の清掃などを義務づけることで、その教育的効果を実現してきている。仮に、一
般利用において施設使用料を徴収した場合、少年に対する本来の教育効果が担保できないおそれがある。
　したがって、自己収入の確保に努めることは必要であるものの、上記２点の理由から施設使用料の徴収を推
進すべきではないと考えられ、別途国立少年の家の性格にあった自己収入の確保の方法について検討すること
が必要と考えている。

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

Ⅵ　剰余金の使途

短期借入金の限度額
７億円
想定される理由
運営費交付金の受け入れの遅延及び事故
の発生等により緊急に必要となる対策費
として借入することも想定される。

Ⅴ　重要な財産を譲渡し、又は担保に供す
  る計画

短期借入金の借入状況 ・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

剰余金の使用等の状況

②外部資金の受入れ状況

重要財産の処分等状況

Ⅳ　短期借入金の限度額

評　　価　　基　　準

中　期　計　画　の　各　項　目

Ⅲ　予算、収支計画及び資金計画

評　　価　　項　　目

指　　　　　　　標

①自己収入の受入状況
★目標：１００％

　自己収入決算額／自己
収入予算額

　
　法人では、自己収入として、これまでの、施設内の土地、建物等の貸付料の他に、受託実習生の実習料及び
利用者のシーツ等洗濯費用を自己収入化した。

      　  　平成１５年度自己収入予算額　　　　　　６７，０２４千円
            平成１５年度自己収入決算額         　 ７４，３５１千円
            実績：１１１％
               自己収入決算額７４，３５１千円／自己収入予算額６７，０２４千円

　平成１５年度における外部資金の確保等の状況は下記の通りである。
 
＜平成１５年度の外部資金等の受入れ状況＞
　　　ア　自己収入　　　　平成１５年度決算額　　　　　　　　７４，３５１千円
　　　イ　受託事業　　　　３施設３事業　　　　　　　　　　　　６，３４１千円
　　　ウ　協賛事業　　　　６施設８事業　　　　　　　　　　　　２，４２０千円
　　　エ　協賛物品　　　　８施設　　　　　　　　　　　　　　　３，５１４千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外部資金計　　　　８６，６２６千円

留　　意　　事　　項

１
２
３

期間全体に係る予算
期間全体に係る収支計画
期間全体に係る資金計画

収入の確保等の状況

①主催事業、受入れ事業の充実
②必要な施設設備の充実

計画の予定なし

剰余金による事業実施実績及び効果、余剰金による事業実施理由など

　なし

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。



○その他業務運営に関する重要事項

Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ-
Ａ

+
ＡＢ

ＣＣ
-

評　定

　
　

Ａ

評　　　　　　　　　　　　定

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

施設・設備の整備状況

Ⅶ　その他文部科学省省令で定める業務運
   営に関する事項

　

　限られた予算の中で、利用者の快
適な食・住環境の確保や身障者等に
対応した施設・設備の整備に着実に
努めていることは評価できます。
　今後、施設の老朽化や新たなニー
ズに対応した施設の整備にあたって
は、健康と環境に配慮するととも
に、耐震補強に配慮した計画の推進
が望まれます。
　また、受動喫煙防止対策への取組
は、積極的に進めることを望みま
す。

評　　　価　　　に　　　係　　　る　　　実　　　績
留　　意　　事　　項

評　　価　　項　　目

指　　　　　　　標

１

中　期　計　画　の　各　項　目

①防災、研修の充実、快
  適な食・住環境等の確
  保の観点に立った施設
  設備の整備状況

施設・設備に関する事項
(1)研修・宿泊施設等の新設、改修、
　増設計画等
　防災、研修の充実、快適な食・住環
　境の確保等の観点から、必要な施設
　設備の新設、改修、増設等を計画的
　に進める。
(2)高齢者及び身障者に配慮した施設
　整備の推進
　「高齢者及び身体障害者等が円滑に
　利用できる特定建築の促進に関する
　法律」等の基準に従い、高齢者等が
　円滑に施設・設備を利用できるよう
　な配慮を行う。

(1)施設・設備の整備計画
　 安全かつ快適な利用者の活動・生活環境の確保のため、利用者のニーズに応えるとともに老朽化の進行を
   食い止める方策など、整備を計画的に推進した。
     特に、厨房ドライシステム化による食中毒防止対策、建物の耐震診断については、年次計画をたて計画
   的に整備を実施した。
(2)防災、研修の充実、快適な食・住環境等の確保の観点に立った整備の実績
 　整備計画等に基づき、厨房ドライシステム化等改修（日高）をはじめ２２件の整備事業を実施し、少年
   自然の家での衛生環境の改善、老朽箇所の修復による災害の未然防止を図った。
［施設整備費補助金事業（平成１４年度繰越分）］

［施設整備費補助金事業］

評　　価　　基　　準

施 設 名 事 業 名 事業費（千円） 

日  高 管理研修棟耐震補強等改修 ２２４，４０１

花  山 宿泊棟耐震補強等改修 １８４，８２０

大  隅 ロッジ周辺バリアフリー化等改修 ３０，７９９

施設整備費補助金事業 ４４０，０００

 

施 設 名 事   業   名 事業費（千円）

日  高 厨房ドライシステム化等改修   ８２，１６２

那須甲子 宿泊棟Ｂ・Ｃ棟等屋根及び内外装改修 １６３，３３０

妙  高 厨房ドライシステム化等改修 ６２，８５６

曽  爾 暖房設備改修 １２０，５１８

室  戸 給排水設備改修 
６３，３８０

大  隅 厨房ドライシステム化等改修 ８０，７８５

施設整備資金貸付金事業 ６２６，３７２

 



　

　法人として、専門性の高い職員の
養成･確保のため、新たにプロパー
職員（準専門職員）７名を採用した
こと、体系的な職員研修の一環とし
てニュージーランドでの長期海外実
践研修に職員２名を派遣したことは
高く評価できます。
　また、各少年自然の家の事業部門
の強化を目指した組織機構の見直し
や、本部への一層の事務の一元化を
図るための職員の再配置などについ
て、平成１６年度実施に向けて、プ
ロジェクトにより検討を行ったこと
は評価できます。
　今後も、職員の採用に当たって
は、幅広い分野からの人材の確保と
ともに、法人内における専門性の高
い職員の計画的養成と各施設におけ
る適正な人員配置に向けて積極的な
取組みを期待します。

Ａ

　○１５年度の施設整備の計画に際しては、バリアフリ－化を更に推進し、身障者等も健常者と一緒に安心し
     て活動ができる環境を整備することによって、利用目的が達成できるよう配慮した。

[利用者・主催事業参加者のニーズを踏まえた整備]
○ナイトハイクコースの整備○ハイキングコースの簡易トイレの設置○多目的グラウンドの整備○雨水により
浸食した遊歩道の整備○野外活動場所のトイレ補修○スキー場の法面整形補修、芝張り、保護マットの整備○
ジョギング、ウｵーキングコースのポイント整備などを行った。

２ 人事に関する計画
(1)方針
　ア  人事サイクルを基本とした、実
　　践的研修や専門的研修事業の活用
    による青少年教育施設の専門家の
    計画的な養成を図る。
　イ  関係機関との間で幅広く計画的
    な人事交流を行い、多様な人材を
    確保する。
　ウ  人事管理については新情報ネッ
    トワークシステムにおいて管理す
    る。
(2)人員に関する指標
　  常勤職員について、その職員数の
    抑制を図る。

人事管理の状況

②高齢者等に配慮した施
　 設の整備状況

・法人による内部評価の結
果を踏まえつつ、各委員の
協議により、評定を決定す
る。

　平成１５年度は、法人として専門性のある職員の養成・確保に向けて、新たにプロパー職員（準専門職員）
７名を採用するとともに、平成１６年度の準専門職員採用に向けて公募を実施した。
　また、各少年自然の家の事業部門の強化を目指した組織機構の見直し、本部への一層の事務の一元化を図る
ための職員の再配置、準専門職員の雇用形態に見合った処遇の在り方等について、平成１６年度実施に向け
て、プロジェクトにより検討を行った。

（１）職員の資質向上を図るための実践的研修事業等の実施

　　 ※Ⅱ－２
　　 ⑤利用者サービスの向上のための職員に対する研修の計画的な実施状況（Ｐ７・８）を参照

（２）関係機関等との人事交流等の状況

　法人として新たに準専門職員７名を採用するとともに、次年度に向けた公募を実施した。また、準専門職員
の評価・処遇の在り方を検討し、実施のための準備事務を進めた。
　なお、平成１５年度の人事交流等の状況（役員は除く）は、以下のとおりである。

（３）常勤職員数
　　平成１５年度の国立少年自然の家の常勤職員数は２６５名である。

 

施 設 名 事 業 名 称 事 業 内 容 

日  高
※管理研修棟・生活関連棟他改修

（再掲） 

エレベータ新設、リフト新設、渡り廊下段差

解消、浴室段差解消、手摺り増設、身障者ト

イレ新設及び改修 

曽  爾 ※暖房設備改修（再掲） 身障者トイレの改修 

※ロッジ周辺バリアフリー化等改

修（再掲） 

バリアフリー化・スロープの新設 

 大  隅

海浜施設バリアフリー化 スロープの新設、障害者用トイレの新設 

国 の 機 関 地方公共団体 その他 新規採用 合  計

４６名 ２８名 １名 ７名 ８２名

 



少年を対象とした主催事業の実施

ア 少年の現代的な課題等に対応した事業

対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

☆「長期自然体験活動」事業

日高山脈の大自然の中で、登山やサイクリン 小学５年～中学３年 8/3～10日 日高山脈冒険隊

グ、川下り、乗馬など長期の野外活動を通して、 ７泊８日高

自然の雄大さや厳しさを実感するとともに、たく

ましく「生きる力」を養い、少年に夢と希望の冒険

（継続） 心を育てる。 31/30 100%

小学５年～中学３年 7/12～13花 青少年の「社会性」を育む 大自然の中で、異年齢による長期間にわた

１泊２日山 長期自然体験活動ふれあ る共同生活や冒険活動などを通して、子ど

7/27～8/3い新発見！冒険隊 も達の自主性や社会性を育むためのモデ

28/30 100% ７泊８日（重点事業） （新規） ルプログラム開発事業とする。

大自然の中での長期間にわたる共同生活や冒 小学５年～中学３年 8/1～10那 なすかし

険活動を通して、子どもたちの自主性や主体性 9泊10日須 子どもアドベンチャー

などの「生きる力」をはぐくむためのモデル事業甲

（継続） とする。 32/32 93.3%子

小学５年～中学２年 7/24～30ひとり立ちへの挑戦！ 少年自然の家での生活・活動，プログラム

6泊7日君がつくる１４４アワー の全てを８人という小グループで子ども自ら

が計画し実践することにより、子どもの主体

性・問題解決能力・基本的生活習慣・自律

24/24 95.7%（継続） 性などを育む。

小学５年～中学３年 8/17～24海と山を結ぶ子ども 異地域の子どもたちが、共同生活や各種の

7泊8日交流キャラバン 体験活動を通して交流を深めると共に、東

日本における施設間連携のモデル事業と

継続） 32/32 96.5%（ する。

小学５年～中学２年 8/1～12信 長期野外生活体験 初めて出会った仲間達と自然の中で長期

11泊12日州 -仲間とつくる11泊12日- 間自炊体験をしながら、自然観察や農作

高 業、料理、食料保存、野外伝承遊びや生

遠 活用具作り等の具体的な生活体験をするこ

とによって、子どもたちが生きるために必要

な生活の知恵・生きる力や応用力、社会性

。 39/42 82.1%（重点事業） (継続) 等を習得する機会とする

〔別添資料〕



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

小学５年～中学３年 8/2～12立 真夏のチャレンジ 立山連峰と富山湾を結ぶ標高差３０００ｍの

10泊11日山 立山＆富山湾 自然を舞台にした共同体験を通して、自ら

心や体を鍛えるとともに、参加者相互の交

（継続） 30/30 100%（重点事業） 流を深める。

小学５年～中学３年 7/27～8／5地域・人・自然から学ぶ 漁家での宿泊体験を通して、人との関わり

9泊10日若 ～若狭ふれあいの旅～ や働くことの意義について学ぶ。

狭 地域の自然や歴史・文化に触れることによ

湾 り、豊かな心を育てる。

参加者相互が交流することにより、協力す

（継続） 14／20 92.9%（重点事業） ることの大切さ、素晴らしさを体感させる。

夢冒険真夏にチャレンジ 小学５年～中学生 8/3～10曽 今まで経験したことのない冒険的な体験

7泊8日爾 に立ち向かうことにより、自らの可能性を再

発見すると共に自主性、協調性、忍耐力な

（継続） 29/30 89.3%（重点事業） どを養い、子どもたちの変容に寄与する。

山と海を中心とした夏山登山、滝の垂直下降、 小学５年～中学３年 7/31～8/10吉 サマーチャレンジinきび

ロッククライミング、フィールド着衣泳、シーカヤッ 10泊11日備 “めざせ森の達人！”

ク、サバイバルキャンプ等で、自然の美しさや厳

しさを学ぶとともに、共同での長期キャンプを通

して、自主性・協調性・忍耐力を培い、心豊かな

（継続） 子どもの育成を図る。 25/25 92.0%（重点事業）

異年齢の子どもたちが、長期キャンプにおける 小学４年～中学３年 8/17～8/26山 野性の夏２００３

様々な自然体験活動を通して、自立心や豊かな 9泊10日口

心情、たくましい心身の育成等、「生きる力」をは徳

（継続） ぐくむ。 31/30 90.3%地

大自然の中でのキャンプを通し、様々な自然体 小学校高学年・中学 8/6～ 8/19室 わんぱくこども宿

験などに挑戦する中で、助け合いの心や困難に 生 13泊14日戸

打ち克つ精神力を育み、心豊かな少年の育成

（継続） を図る。 36/36 97.2%（重点事業）

小学５年～中学生 5/24～25夜 夜須高原 日常生活では体験できない冒険的な活動

1泊2日須 トム・ソーヤー冒険隊 を行い、困難に立ち向かう勇気を育成し、

7/20～29高 野外活動の技術を向上させるとともに、人

54/60 88.0% 9泊10日原 間関係能力を高める。

54/60 83.0% 10/11～13

48/60 90.2% 12/19～21

（継続） 47/60 95.7% 2泊3日（重点事業）



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

小学５年～中学生 7/5～6夜須高原“遊学キャンプ” 長期間、家庭を離れ遊びと学習を融合した

1泊2日活動の中で総合的な学習を行い、「生きる

8/1～10力」を養うと共に、学校の学習につなげる。

63/60 93.2% ９泊10日

63/60 91.7% 11/14～16

（継続） 54/60 88.0% 2泊3日（重点事業）

小学５・６年 7/21～8/4諫 いさはや 人・社会・自然との関わりが苦手で希薄な

14泊15日早 サマープロジェクト 今日の子どもたちに、日常生活とは異なる

環境下においてのワイルドな自然体験や冒

険プログラム体験をとおして、自己を見つめ

なおし、新たな自分を創造していく一助とす

（継続） 24/20 82.6%（重点事業） る。

われは海の子 小学５年～高校生 8/2～9大 錦江湾をゴムボート等で一周するアドベン

～錦江湾ぐるり一周 7泊8日隅 チャーに異年齢で挑むことにより、体力気

力づくりをしながら協調性を養うとともに、海ゴムボート・カヌーの旅～

の生物調査や水質検査等を行い、環境問

題への関心を深める。また海から見た地形

（継続） 36/30 97.2%や錦江湾の素晴らしさを再発見する。

☆「不登校等児童・生徒」等を対象とした事業

フリースクールや適応指導教室等に通う、不登 フリースクール、適応 6/21～22日 ふれあい交流キャンプ

校傾向にある児童生徒が、日高管内の特色を 指導教室等に通う児 1泊2日高

生かした自然体験活動を行う中で交流し、社会 童生徒 8/26～30

性や協調性、忍耐力など豊かな感性と生きる力 14/20 4泊5日

を育成する。 26/20 1/7～9

16/20 98.5% 2泊3日（重点事業） （継続）

不登校の児童・生徒 10/22～24花 アドベンチャースクール 不登校状態にある児童・生徒を対象に、自

2泊3日山 然の中での宿泊合宿をとおして仲間作りの

楽しさを体験しながら、自己を見つめ、新た

（継続） 11/30 90.9%な可能性を見いだす機会とする。

心の教育セミナー 悩みを抱える中学生 7/11妙 悩みを抱える青少年（反社会的行動、不登

及び保護者、学校関 日帰り高 校、不登校傾向等）への関わり方やカウン

係者セリングの方法等を講義や個別カウンセリ

ングを通して理解すると共に、長期野外キ

ャンプの有効性について広報・普及する機

1,130/500 73.1%（重点事業） （新規） 会とする。



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

不登校児童生徒 不登校・不登校傾向 ①10/4～5新潟県教育委員会と連携し、自然体験・共

体験活動推進事業 の児童・生徒及びそ 1泊2日同宿泊体験を通して、仲間との触れ合いを

の保護者 ②11/6～9「はつらつ体験塾」 体感させ、心理的安定ができる雰囲気づく

3泊4日りに努めるとともに、不登校児童・生徒やそ

①49/50 90.0%の保護者との面談を通して不安や悩みの

②40/50 87.2%（継続） 回復を図る。

悩みを抱える中学生 8/11～30オープン・ザ・ドア 悩みを抱える青少年（反社会的行動、不登

及び保護者、学校関 19泊20日～太平洋から日本海へ～ 校・不登校傾向対象）に長期に渡る生活体

係者 10/4～5験・冒険活動に取り組ませると共に、マウン

1泊２日テンバイクやカヤック等による長距離の旅

1/10～12で、圧倒的な達成感を与えることによって、

2泊3日自己の生活を振り返らせ、社会性や自信の

（継続） 13/15 100%（重点事業） 回復、自立心を育てる。

不登校傾向にある 6/16若 不登校傾向にある児童・生徒と保護者が、大自然はみんなの友達

小・中学校児童生 1日狭 春・秋 若狭湾の雄大な自然の中で心身のリフレッ

含「学校適応支援事業」 徒，保護者，学校教 10/11～12湾 シュを図り、参加者相互のネットワーク化を

企画会議 育関係者 1泊2日図る。

10/20

（継続） 13/20 100%

悩みを抱える小学生 ①12/3吉 悩みを抱える小・中学生の 悩みを抱える子どもたちが、様々な自然体

及び中学生 ②12/10備 体験活動事業 験活動やスポーツ活動を通して生きる力を

①24/45 ②21/45 ③12/17育む。

③22/45 ④22/45 ④1/14

⑤23/45 ⑥23/45 ⑤1/21

⑦23/45 ⑧25/45 ⑥2/12

⑨39/45 ⑦2/18

⑧2/25

⑨3/3

75.0% 各日帰り（新規）

心の悩みや不登校 2/20～22山 臨床心理学や野外教育の専門家の指導の心のふれあい

傾向のある小・中学 2泊3日口 体験キャンプ もと、教育相談や自然体験活動を通して子

生、その他保護者及徳 どもの心の悩みを軽減し、その後の社会生

び教育関係者地 活や学校生活に活かせるよう支援する。

（継続） 25/30 84.6%



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

不登校児童生徒 10/18～19諫 自然体験、生活体験等を通して不登校児あおぞら教室

1泊2日早 童生徒の自立と集団への適応を図る。

52/60 12/9～10

27/20 84.7% 1泊2日（新規）

☆「学校教育における総合的な学習の時間」に対応した事業

少年環境調査隊 小学3～6年生 6月～10月国立日高少年自然の家の施設や周辺の自

計８３日 然の環境の中で、自然体験活動や環境学

時間高 習を行い、自然や環境に関する関心を高

各学年め、より理解し、自ら実践していく態度や能

（継続） ７１／７１ 95.7% 毎年６回力を育成していく。

小・中学生 ①/4～5学校移動事業 学習の場を学校から移し、自然体験学習、

①14/14 1泊2日花 集団宿泊活動、教科学習を総合的に行

②56/56 ②2/10山 い、子どもたちの自主性や協調性、判断力

③37/37 ③2/24や創造性を育む。

④42/42 ④2/25

（継続） 92.8% 日帰り

小学校又は中学校 ７/2～4信 自然の中で環境スクール 社会教育施設である本少年自然の家の体

2泊３日州 -総合的な学習の時間実践 験活動、周辺の自然・環境、人材、設備等

高 事業- の教育資源や教育力を利用し、学社融合

遠 の観点から学校教育と社会教育とがそれぞ

れの機能を発揮し、補完しあいながら「総合

（継続） 205/205 100%（重点事業） 的な学習の時間」を実施する。

妙 本少年自然の家において、実践協力校の 通年自然の中で「総合」ワンダ 小学校・中学校

高 職員と本施設の専門職員がテｲ―ムテｲ―ーアース

～妙高不思議探検隊～ チングで、総合的な学習の時間の授業実

践を行い、その実践を踏まえたプログラム

（継続） ７校/5校 100%の改善・充実を図る

小学校・中学校 随時立 豊かな森からの発信！ 自然体験・環境学習を通して、子どもたち

5校212人山 こちら立山エコセンター の「生きる力」を培うために小中学校と連携

計52回協力し、所周辺の自然とエコスクール館を

（未実施）活用した「総合的な学習の時間」を推進す

る。（継続）

小学校 10/22～24曽 「総合的な学習の時間」 教育の土台・出発点である「自然に親しむ」

2泊3日爾 を自然の中で ことに重点を置き、「総合的な学習の時間」

（環境教育）における学社融合事業として

（継続） 109/109 98.2%実施する。



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

徳地学びの森 5/20～22山 本少年自然の家を利用した「総合的な学習 小学校・中学校

～学校との連携による「総合的 2泊3日口 の時間」の活動内容や展開方法等につい

な学習の時間」の創造～ 6/27徳 て共同で研究し、その実施において有機的

日帰り地 な連携を図ると共に、本施設が持つ本来的

な教育機能を十分に生かす方法を模索す 2校／2校

（未実施）（新規） る。

小・中学校 9/9～12日本版ＳchoolWaterWise 「海」の自然体験活動を通して、海に親し ①

参加者 9/24～27室 み、海からの恩恵を学び、海について理解 ②

101/101 9/30～10/3戸 を深め、海についての環境問題を考えると ① ③

39/39 10/14～17共に海での基本的な安全知識（危険回避） ② ④

142/142 3泊4日を身につける。 ③

79/79④

（継続） （未実施）（重点事業）

諫早市立諫早小 指導者研修諫 学社融合「総合的な学習の 少年自然の家を利用しての「総合的な学習

教師5名 7/23早 時間」共同開発事業 の時間」における展開について、施設と学

児童101名 宿泊学習校が共同で研究開発し、その成果を広く普

9/10～11及する。

（未実施） 1泊2日（継続）

☆「障害児（者）を対象とし，ノーマライゼーション等」を目的とした事業

小中学校と養護学校 9/13～15日 小中学校と養護学校に通う児童生徒が、自わくわくキャンプ

の児童生徒 2泊3日高 インひだか 然の家で野外炊飯やキャンプファイヤーな

どの自然体験活動や共同生活をしながら

32/30 100%（重点事業） （新規） 交流し、相互理解を図る。

小学部～高等部 通年那 特殊教育学校と高等教育と 特殊教育学校児童・生徒の自然体験や生

須 少年自然の家との有機的連 活体験の一層の充実を図るため、少年自

甲 携に関する研究授業 然の家と特殊教育学校と高等教育との有

子 機的連携のもとに研究委員会を組織し、新

（未実施）（重点事業） 新規）（ しいプログラムの開発を行う。

小中学生とその家 1/10～12スノーマライゼーション 小中学生の子どもたち及び障害のある子ど

族、障害のある小中 2泊3日第１・２回ふれあい雪ん子親 もたちとその家族に、冬の自然とふれあう機

学生とその家族 2/14～15子ミーティング 会を提供するとともに、活動を通して交流を

（継続） 245/240 93.1% 1泊2日深める。



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

心身に障害のある児 6/7～8信 みんな友だち 協力をしながら、農作業・ハイキング・創作

童生徒とその家族・ 1泊2日州 －土と人－ 活動などを通して、豊かな心を育てる。ま

児童生徒とその家族 9/13～14高 た、相互の立場を理解し合い、ともに生きる

38/30 90.9% 1泊2日遠 心を育む機会とする。

（継続） 31/30 100%（重点事業）

ＡＤＨＤまたはＬＤの 10/11～12曽 みんなでリフレッシュ！ 子ども達の自尊感情を高める野外活動を

児童・家族、指導者 1泊2日爾 実施。保護者は、カウンセリング等を通し

等て、子供達との関わり方を学ぶ。みんながと

6家族/6家族もにリフレッシュし、明日への意欲を高め

（継続） 94.5%（重点事業） る。

ハート＆ハートキャンプ 障害のある小・中学 12/25～26山 自然の中で学校や家庭では味わえない体

生とその家族及び特 1泊2日口 験をすることにより、自然の素晴らしさを体

別支援教育に関心徳 感させると共にリフレッシュし、明日への意

のある方地 欲を高める。

63/60 96.2%（重点事業） （新規）

障害のある児童・生 ①6/7～8夜 学校や家庭とは異なった環境において、豊夜須高原

徒とその家族 1泊2日須 “いきいき”キャンプ かな体験活動の機会を提供することをとお

☆継続４回 ②8/19～23高 して、生活能力や人間関係能力等を育む。

①45/40 ③10/19～23原 （年間４回シリーズ）

②45/40 4泊5日

③45/40 ④12/12～14

（継続） ④41/40 2泊3日（重点事業） （未実施）

虹の原養護学校 ① 7/25諫 学社融合知的障害のある児 養護学校と自然の家が連携を図り、障害の

22/22 ② 9/17～19早 童生徒に対応した事業「に ある人の楽しめるプログラムを共同で研究・

22/22 （未実施） 2泊3日こにこキャンプ」 開発し、その成果を広く普及する。

（新規）

下肢に障害のある児 8/22～24大 チャレンジ・ザ・キャンプ 下肢に障害のある児童・生徒に野外活動

童・生徒 2泊3日隅 やキャンプ体験をさせ、野外活動の楽しさ

１０家族／１０家族を体験するとともに活動範囲を広げる。

100%（重点事業） （継続）

☆「環境教育・環境学習」に対応した事業

中学生 6/19～20日 森の少年保安官 国立日高少年自然の家に隣接する豊かな国

１泊２日高 有林を活用した森での林業体験活動を通し

て、森林の働きと自然環境の豊かな恵みを

肌で感じさせるとともに、自然環境保護の

４１／４１ ８3.5%（継続） 精神を育てる。



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

吉備自然探検隊 吉備高原の自然環境の調査や観察を通して、 小学校４年～６年 7/6～7吉

自然への探求心や感性を高め、環境保全への ①52/40 90.3% 11/1～2備 “カワセミクラブ”

主体的・創造的な態度を養うとともに、当所総合 ②52/40 93.4% 各1泊2日

的な学習の時間に対応した環境学習の教材開

（継続） 発を行う。（重点事業）

小学校高学年～中 ①6/14～15室 日本版Water Wise 世界一斉の「海岸クリーンアップ」を室戸で

学生 ②7/5～6戸 も開催し、室戸の海岸漂着物の現状を調査

①37/40 89.2% １泊２日し、環境教育の必要性を理解する「海」の

②31/40 97.1% ③9/13～15自然体験活動を通して、海に親しみ海から

③33/40 97.0% 2泊3日の恩恵を学び、海について理解を深め、海

についての環境問題を考える。（重点事業） （継続）

☆「国際理解・国際交流」を深める事業

外国人の子どもと 7/12～13日 地球ファミリー大集合 外国人の子どもとその家族が集い、日本の

その家族 1泊2日高 伝統芸能を鑑賞し、日高の祭りの体験など

を通して、日本の文化や生活への理解を深

（継続） 118/150 93.5%めると共に参加者同士の国際交流を図る。

正月を前に外国の人と日本の正月を迎える準備 小学校４年生～中学 12/25～27大 わんぱくキッズ大集合Ⅱ

をしながら、日本の伝統文化を理解すると共に、 生 2泊3日隅

外国の文化や生活について知る機会とする。 46/40 80.1%（新規）

☆「科学する心」をはぐくむ事業

小学校５年生～中学 ①8/24～28立 宇宙の神秘 星座観察、天体写真撮影、月や太陽・惑星

校３年生 4泊5日山 の観察等、年間で実施。また，宇宙関連施「スペースクラブ

①29/30 ②10/11～13童夢2003 」 設等の見学・実習を行い、宇宙に関する継

②29/30 2泊3日続した学習機会を提供することで、科学離

③26/30 ③12/20～21れしがちな子供達に、宇宙や自然に対する

④2/7～8興味・関心を培うとともに科学する心を育て ④26/30

86.2% 各１泊２日（重点事業） （継続） る。

小学校４年生～中学 ①6/7～6/8山 科学技術に対する興味・関心を育み「科学サイエンスアドベンチャーｉ

校３年生 ②12/13～１4口 する心」を養うため、自然体験活動に「科ｎ ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ

①25/25 91.3% １泊２日徳 学」の視点を導入し、自然の素晴らしさや化石発掘探検

②25/25 97.9%地 自然環境の大切さ等、自然を科学的に調宇宙へのいざない

べる能力の育成を図る。（新規）

小学校高学年・中学 11/15～16室 子ども自然科学教室 化石採集、化石クリーニング等の活動を通

生 1泊2日戸 して、古生物への興味・関心を高め、環境

（継続） 43/40 81.4%保護への意識を喚起する。



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

小学校低中学年とそ 12/6～7室 親子自然科学教室 屋外での身近な自然の観察や生活用品を

の家族 1泊2日戸 用いた簡単な実験などを行い、自然科学に

（継続） 38/40 93.1%対する興味・関心を育てる。

理科好きの子ども達に、日頃体験できないような 小学校４年生～中学 8/23～25夜 キッズワンダークラブ

手作り実験や科学の原理を探究させるような観 生及びその保護者 2泊３日須

察・実験の機会を与え、「発見する喜び」や「作る 並びに理科担当教高

喜び」等を体験させることにより、子ども達に科学 諭原

的な物の見方や考え方などの豊かな科学的素

養を育成する。 100/120 94.3%（新規）

小学生(1～4年)その 5/24～25大 親子科学教室Ⅰ 親子で科学に関する学習をする中で、科学

家族 1泊2日隅 することへの興味関心を深めながら、親子

25家族／20家族の絆を深めたり参加者相互の交流を図る。

（継続） 93.5%

小学生(1～4年)その 11/15～16親子科学教室Ⅱ 親子で科学に関する学習をする中で、科学

家族 1泊2日することへの興味関心を深めながら、親子

12家族／20家族の絆を深めたり参加者相互の交流を図る。

（継続） 92.9%

☆「異文化理解・交流」を深める事業

小学５年～中学２年 立山研修日 日本列島ともだちの輪 異なる地域の子どもたちが交流し、広い視

立山 7/26～31高 in 立山（富山県）～ 野と豊かな心を育むと共に、郷土に対する

20/20 5泊6日日高（北海道） 理解を高める。

日高 日高研修

20/20 93.7% 12/25～29

（継続） ４泊5日

小学５年～中学３年 立山研修立 日本列島ともだちの輪 異なる地域の子ども達が、相互に訪れ交流

7/27～31山 in 立山（富山県）～ する活動を通して、生活様式や自然環境な

4泊5日日高（北海道） どの違いを体験すると共に、友達の輪を広

日高研修げ、自分の故郷を見直す機会とする。

12/24～29

39/40 100% 5泊6日（新規）

異なる地域に住む青少年が「歴史と文化」をテ 小学５年～中学２年 8/18～22曽 日本列島ともだちの輪

ーマに交流し、広い視野と豊かな心を育むと共 4泊5日爾 in 奈良

に、大和路の歴史や文化財について理解を深

める。 60/60 95.0%（重点事業） （新規）



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

異なる地域に住む青少年が「歴史と文化」をテ 小学５年～中学２年 8/18～22吉 日本列島ともだちの輪

ーマに交流し、広い視野と豊かな心を育むと共 4泊5日備 in 奈良

に、大和路の歴史や文化財について理解を深

める。 60/60 95.0%（新規）

小学４年～中学３年 8/19～23山 異なる地域の子ども達が交流し、生活様式日本列島ともだちの輪

4泊5日口 in 山口徳地 や自然環境の違いを体験するとと共に、友

徳 達の輪を広げて、自分の故郷を見直す機

地 会とする。併せて、国立少年自然の家同士

の連携を図り、新しいプログラムを開発す

29/30 82.8%（新規） る。

小学校高学年・中学 8/18～23室 日本列島ともだちの輪 異なる地域の子ども達が交流し、生活様式

１年生 5泊6日戸 in 山口徳地 や自然環境の違いを体験するとと共に、友

達の輪を広げて、自分の故郷を見直す機

会とする。併せて、国立少年自然の家同士

の連携を図り、新しいプログラムを開発す

16/30 100%（継続） る。

小学５年生～中学２ 8/18～22諫 日本列島ともだちの輪 異なる地域に住む青少年が共通のテーマ

年生 4泊5日早 ｉｎ 奈良 の基に交流し、お互いの地域の歴史や風

土、自然環境などを体験することにより交流

の輪を広げ自分の郷土を見直す機会とす

60/60 95.0%（新規） る。

小学５年生～中学１ 8/18～23大 日本列島ともだちの輪 異なる地域の子どもたちが自然体験活動を

年生 5泊6日隅 ｉｎ 山口徳地 通して交流し、お互いの地域の歴史や風

土、自然環境などを体験することにより交流

の輪を広げ自分の郷土を見直す機会とす

30/30 86.7%（継続） る。



イ 各少年自然の家の特色・立地条件等を活かした事業

対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

5/17 18花 花山自然探検隊 異年齢の子ども達が、花山に集い、四 小学３年～中学３年 ① ～

泊 日山 季折々の花山の自然とのふれあいを通し 1 2
8/21 23①「春」はなやまの春探し て、自然環境の豊かな恵みを体験するとと ② ～

泊 日②「夏」たっぷり夏 もに共同生活や交流を行うことで、社会性 2 3
10/25 26③「秋」花山の宝探し や協調性を育む。 ③ ～

泊 日④「冬」雪山ウｵッチング ①花山の動植物観察などの自然散策をと 1 2
2/7 8おして、自然の素晴らしさを味わう。 ④ ～

泊 日②竹を使った制作活動や様々な動植物と 1 2
の出会いを通して花山の夏を満喫する。

③ターザンごっこややぶこき等の活動を通

①28/30 82.1%して、冒険心を養うとともに、花山の秋を探

②32/30 81.3%し、自然の素晴らしさに気づく。

③30/30 86.2%④雪山ウｵﾂチングや雪遊びを通して、冬

（継続） ④24/30 87.0%の花山の自然に触れる。

7/23 25信 『行こう雲上の世界へ』～ 南アルプス仙丈岳登山を通して、自然の 小学５年～中学３年 ～

泊 日州 南アルプス仙丈岳 雄大さや美しさを感じとる心を養うととも 2 3
高 （３，０３３ｍ）への挑戦 に、冒険心や忍耐力等精神力の向上と達

15/2５ 100%遠 成した喜びを促す。（新規）

5/24 25農作業体験 共に過ごす時間を持てない親子が、自然 小・中学生を含む家 ① ～

9/27 28－親子で“春は田植え” の中で田植えや稲刈りなどの農作業体験 族・グループ ② ～

各 泊 日“秋は稲刈り”をしよう－ を通して、親子のきずなを深めるとともに、 43/40 1 2
①子ども 93.8%奉仕する心や勤労を尊ぶ心を育てる。ま

大人 100%た、共同作業を通して、子どもたちに誰と

②子ども 83.3%でも協力し合う思いやりの心を育てるととも

（継続） 大人 92.3%に地域の人々と連携し交流を深める。

2/7 8第２回高遠そりすべり小中 冬の代表的な遊びであるそりを使って、子ども 小・中学生を含む家 ～

泊 日学生全国大会～自己への たちの体力・精神力の向上を促進し、遊びの 族 1 2
楽しさを知るとともに、共通体験による親子の挑戦～

絆を図る。また、そりすべりのスピード競技全国

（継続） 大会（小・中・家族）を開催する。 344/300 85.7%

11/16 23妙高フレンドスクール 地元施設として、学校等と連携し通学キャ 地元小学生 ～

泊 日妙 「通学キャンプ」 ンプを行い、共同宿泊生活や妙高アドベ 7 8
高 ンチャー、学校間交流を通して、コミュニ

（継続） 50/50 96.0%ケーション能力や、自主性等を育成する。



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

10/11 12妙 親子ふれあいキャンプ 新潟県教育委員会、福祉関係機関、野外教育 母子家庭及び父子 ～

泊 日高 財団と連携し、自然体験や共同宿泊体験を通 家庭の家族 1 2
して、キャンプの楽しさや仲間との触れ合いを

体感させ、心理的安定ができる雰囲気作りに

努める。また、保護者とのカウンセリングを通し

て不安や悩みの解消を図る。 23/40 82.2%（継続）

3/25 29『雪』子どもアカデミー 当所の立地条件や自然環境を活かし、雪中キ 小学３年～中学２年 ～

泊 日ャンプや雪中自然調査、雪を科学する体験等 4 5
を通し、「雪と環境」「雪と自然」「雪と生活」等に

ついて考えさせ、雪の素晴らしさを体感させ

る。また、雪にかかわる様々なプログラムを開

発し、総合学習や雪の降る山型施設への普及

を図る。 40/40 85.6%（新規）

8/20 22ジュニアリーダーサミット２００ 妙高アドベンチャープログラム、リーダーサミッ 地区中学生 ～

泊 日３ ト、意見交換等を通して、仲間との交流及びリ 2 3
ーダーとしての資質を高め、学校内外でリーダ

ーシップを発揮できるようにする。また、学校教

育との連携・融合を図る。 36/30 94.2%（新規）

1/10 12立 真冬のチャレンジ・キャン 立山山麓の厳冬の中でのキャンプ生活体 小学５年～中学３年 ～

泊 日山 プ 験やかんじき登山などの雪上活動を通し 2 3
て自ら心と体を鍛えるとともに参加者相互

（継続） 25/30 84.0%の交流を深める。

10/25 11/15わが町ものしり学習館 地元立山町の子どもたちが町内の自然や 立山町在住の児童 ･ ･

1/17 18歴史・文化、産業について実体験を通し ･ ～

2/21 22ながら学び、郷土を見直し、郷土を愛する ･ ～

泊 日（継続） 23/20 95.2%心を育てる。 1 2
7/20 24若 チャレンジ！トビーの海に 自然の家の眼前に広がる若狭湾を舞台 小学５年～中学３年 ～

泊 日狭 こぎだそう！ に、シーカヤックや海遊び、キャンプ生活 4 5
湾 を体験することにより、自然への理解・関

心を高めたり、海に親しみ、健康でたくま

（継続） 20／20 80.0%（重点事業） しい心身を育てる

2/1 7トビーふれあい合宿 家庭を離れて、集団生活を行うことにより、 小学６年 ～

泊 日（新規） 自主性・社会性を養う。 58/40 94.7% 6 7
2/7 8曽 ソニ・ウインター・ワンダー 冬の厳しい自然環境の中でさまざまな体 小学５年～中学生 ～

泊 日爾 ランド 験活動を行い、自然に対する探求心や感 1 2
24/30 91.7%（新規） 性を養う。



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

7/19 21曽 ちびっ子冒険クラブ 自然体験の機会が少なくなった子ども達 小学１年～４年 ～

泊 日爾 が、曽爾の自然の中での活動を通して、 2 3
自然との関わり方、自立の心、思いやりの

72/70 97.2%（継続） 心等を身に付ける。

① 日吉 君も宇宙博士 「晴れのくに岡山」と「光害」の影響の少な 小学４～６年生の児 9/ 7 1
② 日備 “きび宇宙クラブ” い吉備の夜空の特性を生かし、宇宙の素 童を持つ家族 9/11 1

10/4 5晴らしさと不思議を観察・学習する活動の ①6/24 ③ ～

泊 日中で、より身近な宇宙を体験する。また、 ②6/24 1 2
11/8 9国内屈指の天体望遠鏡を有する岡山の ③8/24 ④ ～

泊 日施設や専門家の話に触れることにより、吉 ④8/24 1 2
全て 100％(新規) 備の天体の達人を育成する場とする。

12/20 21逆説 もも太郎伝説 「総合的な学習の時間」のプログラム開発をね 小学５年～６年生 ～

泊 日らいとして、鬼の城や吉備路の史跡を訪ねなが 1 2
ら、桃太郎と温羅（鬼）の２側面から「桃太郎伝

説」の意味を探る。 9/30 55.5%（新規）

6/21 9/6山 学校や学年を超えた仲間とともに、様々な徳地ぽんぽこ自然学校 小学生 ① ②

10/18 11/8口 自然体験活動を行うことにより、思いやり ③ ④

2/14 2/28徳 の心や協調性、責任感、自主性等「生きる ⑤ ⑥

日帰り地 力」を育む。

7/23 24⑦ ～

泊 日（新規） 70/70 88.3% 1 2
2/18 21ふれあい ｙｏｕ ａｎｄ ｍｅ 地域の異年齢の子どもたちに様々な体験 徳地町内の小学４年 ～

泊 日活動をさせることにより、心豊かな青少年 ～中学３年 3 4
サークルとくぢ通学合宿 の育成を図る。

（継続） 66/30 82.1%

10/4 5わんぱくキッズチャレンジ 保護者のもとを離れて生活し、宿泊体験 小学１年～３年 ～

泊 日キャンプ や自然体験、天体観測などを行うことによ 1 2
34/30 84.8%（新規） り、自然に親しむ機会とする。

4/26 27室 黒潮の自然と文化を学ぶ 室戸の海で働いてきた人々や、室戸の海 小学校高学年 ① ～

6/14 15戸 ①②③④ や水産業に造詣が深い人々に話を聞い ①48/40 97.8% ② ～

7/5 6たり、実際に海洋体験をしたり水産業を見 ②45/40 97.7% ③ ～

8/25 26学・体験することにより黒潮がもたらした自 ③40/40 87.5% ④ ～

各 泊 日然や古くから受け継がれてきた海に関わ ④37/40 94.6% 1 2
る文化や産業を学び、郷土を愛する心を

育てるとともに海への関心を一層深める。（継続）



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

11/9 16室 ふれあい通学合宿 家庭を離れ、集団での宿泊を伴う生活を 地元小学校4･5･6年生 ～

泊 日戸 （継続） 39/30 79.5%行い自主性・社会性を育む。 7 8
8/3 5牟岐、幡多、室戸を結ぶ 海での活動を通して、高知・徳島両県の 小学校高学年・中学 ～

泊 日海洋体験のつどい 子どもたちが交流を深め社会性を身につ 生 2 3
けるとともに、海洋についての関心や探求

（継続） 87/90 80.2%心を育てる

11/22 30夜 通学キャンプ 夜須町内３小学校の児童で、共同生活を 夜須町立３小学校 ～

泊 日須 しながら通学をすることにより、人間関係 ６年 8 9
高 能力、自立心、基本的生活習慣等を育成

（継続） 98/100 89.2%原 する。（重点事業）

4/26 27大 キャンプやハイキング等の野外活動を行うスプリングキャンプ 幼児～小学３年を含む ① ～

泊 日隅 中で、心身のたくましさと豊かな心を養うと（新規） 家族 1 2
10/25 26オータムキャンプ ①34家族／25家族ともに、親子の絆を深めたり、参加者相互 ② ～

泊 日の交流を図ったりする。 ②27家族／25家族 1 2
（継続） ①98.1% ②92.6%

12/25 28高隈連山縦走自然の旅 中学生～高校生野営生活をしながら冬の高隈連山縦走に ～

泊 日挑戦し、自然の厳しさや偉大さを体得する 3 4
とともに、参加者相互の友情の輪を広げ、

広い心でたくましく実践力のある青少年を

（継続） 25/27 96.0%育てる。

7/22 24夏だ！海にチャレンジ 自然豊かな錦江湾で、ゴムボートやカヌー等の 小学４年～中学生 ～

泊 日様々な海での自然体験活動やキャンプ等の野 2 3
外活動を通して、海浜活動の基本的な知識や

技能の習得を図ると共に、心身のﾘﾌﾚｯｼｭを図

（継続） り、協力・助け合いの心を培う。 51/50 98.0%（重点事業）

11/1 3わんぱくキッズ大集合Ⅰ 当所のふれあい広場を中心に、高齢者を招待 小学４年～中学生 ～

泊 日して伝承遊びをしたり昔の話を聞いたりして、 2 3
高齢者とのふれあいを図ると共にいろいろな野

（継続） 外活動を通して参加者同士の交流を図る。 48/40 100%



ウ 学校との密接な連携による事業

対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

月～ 月日 国立日高少年自然の家の施設や周辺の自少年環境調査隊 小学校3～6年生 6 10
計 時間高 然の環境の中で、自然体験活動や環境学 83

各学年習を行い、自然や環境に関する関心を高

毎年 回め、より理解し、自ら実践していく態度や能 6
（継続）（再掲） 71/71 95.7%力を育成していく。

通年那 特殊教育学校と高等教育と 特殊教育学校児童・生徒の自然体験や生活体 小学部～高等部

少年自然の家との有機的連 験の一層の充実を図るため、少年自然の家と特須

携に関する研究授業 殊教育学校と高等教育との有機的連携のもとに （未実施）甲

研究委員会を組織し、新しいプログラムの開発子

（再掲） を行う。（新規）

7/2 4信 自然の中で環境スクール 社会教育施設である本少年自然の家の体 小学校又は中学校 ～

泊 日州 -総合的な学習の時間実 験活動、周辺の自然・環境、人材、設備等 2 3
高 践事業- の教育資源や教育力を利用し、学社融合

遠 の観点から学校教育と社会教育とがそれぞ

れの機能を発揮し、補完しあいながら「総合

（継続）（再掲） 205/205 100%的な学習の時間」を実施する。

通年妙 「総合学習研究会議」を設置し、授業実践自然の中で「総合」ワン 小中学生

高 編と連動しながら本施設の自然環境を活用ダーアース

～妙高不思議探検隊～ した総合的な学習の時間のプログラムを研

７校/5校究開発する。その成果を総合的な学習の

延べ2082人参加時間の活動編としてまとめ、広報・普及に努

100%（継続）（再掲） める。

臨時立 豊かな森からの発信！ 自然体験・環境学習を通して、子どもた 小学校・中学校

山 ちの「生きる力」を培うために小中学校と連こちらエコセンター

5校212人携協力し、所周辺の自然とエコスクール館

計52回を活用とした「総合的な学習の時間」を推進

（再掲） （未実施）（継続） する。

2/1 7若 トビーふれあい合宿 家庭を離れて、集団生活を行うことにより、 福井県上中町内小 ～

泊 日狭 自主性・社会性を養う。 学校６年生 6 7
（再掲） 58/40 94.7%湾 （新規）

10/22 24曽 「総合的な学習の時間」 教育の土台・出発点である「自然に親しむ」 学校 ～

泊 日爾 を自然の中で ことに重点を置き、「総合的な学習の時間」 2 3
（環境教育）における学社融合事業として

109/109 98.2%（継続 （再掲）） 実施する。



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

11/9 16室 ふれあい通学合宿 家庭を離れ、集団での宿泊を伴う生活を行 地元小学校4･5･6年 ～

泊 日戸 い自主性・社会性を育む。 生 7 8
（継続）（再掲） 39/30 79.5%

11/22 30夜 通学キャンプ 夜須町内３小学校の児童で、共同生活をし 夜須町立３小学校 ～

泊 日須 ながら通学をすることにより、人間関係能 ６年生 8 9
高 力、自立心、基本的生活習慣等を育成す

（継続）（再掲） 98/100 89.2%原 る。

指導者研修諫 学社融合「総合的な学習 少年自然の家を利用しての「総合的な学習 諫早市立諫早小

7/23早 の時間」共同開発事業 の時間」における展開について、施設と学 教師5名

宿泊学習校が共同で研究開発し、その成果を広く普 児童101名

9/10 11及する。 （未実施） ～

泊 日（継続 （再掲）） 1 2

エ その他少年の健全育成を図るための事業

対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

少年ｻｯｶｰﾁｰﾑ 5/24～25日 少年サッカーフェステ 道内サッカー少年の宿泊による共同生活や交

342/400 9/27～28高 ィバル 流試合、サッカー教室を通して、地域を越えた

330/400 11/22～23チーム間の交流を深める。

196/150 各1泊2日

（継続） 83.3%

12歳以上・１２歳未 11/23信 信州高遠22ｋｍかち歩 子どもから老人までの異年齢集団で２２ｋｍを飲

満（保護者同伴）州 き大会 まない・食べないで、お互いに励まし合ったり、

210/200高 競い合ったりしながら、飢えや乾きを体験し、同

子ども 100%遠 ～きたえよう心と身 じ条件で歩き通すことによって、子ども達が忍

大 人 91.4%体～ 耐力や体力、集中力、社会性などを培う機会と

する。（新規）

中学１・２年、指導 1/10～11若 郷土の先輩からのメッ 中学生の部活動に対する意欲の向上を図り、

者 1泊2日狭 セージ 将来の夢を膨らませる。

137/120 87.3%湾 （新規）

小学生とその家族 1/10～11吉 国少旗争奪新春小学 小学生がスポーツ活動を実施することにより、ス

及び指導者 1泊2日備 生バレーボール大会 ポーツに対する興味・関心及び参加意欲を喚

起し、ひいては青少年の健全育成に資するとと

（継続） 200/200 100%もに少年団体活動の振興を図る。



対象者

事業名 事業の趣旨 参加者/定員 実施期間

満足度

サッカー ①7/5～6山 山口徳地スポーツ少 自然に親しみながら、運動の楽しさや喜びを味

（小中学生） ②9/13～14口 年のつどい：サッカー わい、個人的技能や集団的技能の習得をとお

③11/1～2徳 して交流を深め、児童・生徒の健全育成を図

④12/13～14地 る。

（継続） 150/150 86.3% 各1泊2日

剣道 8/25～27山口徳地スポーツ少

（中学生） 2泊3日年のつどい：剣道

439/200

（継続） (未実施）

空 手 道 3/6～7山口徳地スポーツ少

（小・中学生と保護 1泊2日年のつどい：空手道

者、一般）

（継続） 175/100 92.8%

ドッジボール 12/6～7山口徳地スポーツ少

（小学生） 1泊2日年のつどい：ドッジボー

ル

（継続） 360/192 71.1%

講演は一般も含む 11/15～16オリンピアン巡回指導 日本を代表するオリンピック選手（オリンピアン）

中学生及び指導者 1泊2日事業：バレーボール を招き、子どもたちへの指導や助言を通じ技術

（１２チーム）の向上はもとより、子どもたちが夢を持ってスポ

163/150 98.5%（新規） ーツに取り組む意欲を奮起し、オリンピックへの

中学生・高校生・指 2/21～22諫 オリンピアン巡回指導 理解を深めるとともに、青少年の心身の健全な

導者 1泊2日早 事業：ランニング 育成を図る。（共催：法人本部）

202/200 86.5%（新規）

小学生とその引率 11/23～24室 冬に鍛える 四国四県の子どもたちが柔道を通じて交流を

者・家族 1泊2日戸 三四郎のつどい 深めるとともに、各地域での学校外活動への参

（継続） 210/200 92.3%加意欲を一層高める。

小学生とその引率 1/24～25大 バドミントンフェステｲ 南九州の子どもたちがバドミントンを通じて交流

者・家族 1泊2日隅 バル を深めるとともに青少年の健全育成に資する。

240/50

（継続） （未実施）



オ 保護者を対象とした事業

対象者

参加者/定員 実施期間事業名 事業の趣旨

満足度

平日の日中に参加 ①11/25那 お母さんのための 那須甲子少年自然の家の施設やフィール

できる母親 ②2/18須 「子ども発見講座」 ドを使い、母親が自然体験活動を行うこと

①18/20 100% ③3/10甲 で、子どもとの関わり合い方を学ぶ機会と

②17/20 100%子 する。

（継続） ③16/20 100%

親子ふれあいキャンプ 母子家庭及び父子 10/11～12妙 教育委員会、福祉関係機関等と連携し、

家庭の家族 1泊2日高 自然体験や共同宿泊体験を通して、キャ

ンプの楽しさや仲間との触れ合いを体感

させ、心理的安定ができる雰囲気作りに

努める。また、保護者とのカウンセリングを

（継続）（再掲） 23/40 82.2%通して不安や悩みの解消を図る。

就学前の子どもと 11/29～30曽 ママとキッズの子育て応援 子育てに悩む親が増えている中で、専門

母親 1泊2日爾 団 家の指導や親同士の話し合いにより、悩

8家族23／6家族20み解消の糸口をつかむとともに大自然の

（継続） 91.3%中で親子の絆を深める。

小中学生を含む家 9/27～28諫 親塾 家庭の教育力低下がさけばれる今日、親

族 1泊2日早 の子どもへのかかわり方を見つめる機会と

29/15 100%して、参加体験型のプログラムを通し、親

と子の見る目・感じ方の違いや、コミュニケ

ーションのあり方などについて考える場と

する。（継続）

カ 公開シンポジウム等による発信・普及事業

タ イ ト ル ね ら い 日時・場所

参加者数

平成１５年７月１１日妙高 「落ちこぼれて 悩みを抱える青少年へのかかわり方やカウンセ

リングの方法等を講演や個別カウンセリングを 新潟県中頸城郡妙高村ふれエベレスト」

とおして提案するとともに、長期移動型野外キ あいパーク～冒険教育と心の

ャンプの有効性について広報・普及する機会と １１３０名教育について～

する。

平成１５年１０月２８日那須 「教育の課題と 国公立少年自然の家の指導系職員研修の一部

教育改革」 プログラムを公開講演会として、広く教育関係 西郷村文化センター甲子

者に公開。 １７７名



タ イ ト ル ね ら い 日時・場所

参加者数

集中できない、落ち着きがない、キレやす 平成１６年２月１３日吉備 「脳科学と教育」

い、人と関わるのが苦手といった子どもたちが 岡山大学創立五十周年記念と自然体験

増えており、そうした子どもたちに関して、 館多目的ホール～気になる子ども

「脳科学」の研究成果から、子育て・教育方法 ３４５名への教育支援の糸

を探る。口を探る～

平成１３年度から３年間実施した夜須高原 平成１６年２月２７日夜須 「障害のある子の

九州大学医学部百年講堂高原 心を拓く体験活 “いきいき”キャンプの成果を報告すると共に

障害のある子どもの体験活動の機会や場を充実 ８５名動」

～豊かな可能性を させる。

求め～

「少年教育と体験 平成１６年２月２９日信州 子ども達の精神的環境の改善に努力・工夫し

活動」 神楽坂エミール高遠 ている教員やその他の教育関係者・親と体験

～その心の発達～ ７７名活動を通して培われる少年期の心の発達につ

いて語り合う。

「ボランティア養 「少年自然の家ボランティア養成事業」におけ 平成１６年３月７日山口

成事業」公開報告 る取組や成果を事例発表やパネルディスカッシ パルトピア山口徳地

会 ョン、パネル写真展示で報告し、ボランティア ５０名

養成のあり方の一例を示し、あわせて特別講演

を行うことにより、ボランティア活動の意義や

重要性について広く一般の意識を高める。



学校週５日制対応事業

事 業 名 対 象 者 実施期間 参加者/

対象者

日高 日高路森の恵みのフェスティバル ３５４／３２０少年とその家族 ５／１７～１８，７／１９～２０,

９／２０～２１,２／７～８（継続）

菜才共和国大集合 小学３年～６年 ２００／２００５／３１～６／１,７／１９～２０,

９／２０～２１,２／７～８（継続）

小中学生とその家族 ２２２／２００チャレンジスキー １／１７～１８

２／１４～１５（継続）

２５７／２４０日高山脈ネイチャーセミナー 小中学生、地域住民 ４／９，５／２５，６／２８～２９，

７／２１，８／３１，９／２３，２００３

１０／４，１１／２２～２３，

１２／７，１／２５，２／１１，

３／６（継続）（再掲）

家族のつどい 小中学生とその家族 ４９１／４５０花山 ５／２４～２５，６／１４～１５，

７／５～６，９／６～７，

１０／１１～１２，１１／８～９，

１２／１３～１４，２／１４～１５，

３／１３～１４（継続）

那須 小中学生とその家族 １１１／１００週末夢プランファミリー石窯クッキング １１／２３～２４

１１／２９～３０甲子 （新規）

小中学生とその家族 ３９１３／３００なすかしの森ファミリーフェスティバル １０／１１～１２

（継続）

信州 自然の祭典 小学５年～中学３年 ３４５／３００１０／１１～１３

（継続）高遠

小学４年～中学３年 ４８／３０子ども自然学習隊 ７／５～６

小中学生を含む家族～アルプスの森のひみつ～

（継続）

木工・わら細工・炭焼き体験 全国の小中学生を含む ３９／５０１２／６～７

～木のぬくもりを感じよう～ 家族

（新規）

９／２０～２１ １９００／２０００妙高 ＭＹＯＫＯ光と風のフェスティバル 親子，一般

日帰り８８８

宿泊１０１２（継続）

親子，一般 ４２／３８家族親子で体験！妙高の四季まるかじ ５／３～４，６／２１～２２，

７／１９～２０，１０／１１～１２，り

１／２４～２５（継続）

妙高ジュニアレンジャースクール 小学３年～中学３年 ４０／４０５／３～４，８／１２～１３

１１／１～２，２／２８～ ２９～きみは森の博士～ （新規）



事 業 名 対 象 者 実施期間 参加者/

対象者

みんなおいでよ立少フェスティバル 小中学生とその保護者 １０７０／４００５／１０

５／１１

（継続）

小中学生とその保護者 １０６／１００少年自然の家オープンデー １０／２６

（継続）立山

芦峅寺地区住民 １２１／１００ええぼし岩 冬のつどい １２／１３～１４

（継続）

スターウォッチング ｉｎ 立山 小中学生とその保護者 ３９９／３９９５／３、５／１７、６／７、

６／２１、７／５、７／１９、

９／６、９／２０、１０／４、

１０／１８、１１／１、１１／１５、

１２／６、１２／２０、２／７、

２／２１、３／６、３／２０（継続）

バードウォッチング ｉｎ 立山 小中学生とその保護者 ７１／７１６／１５、６／２９、１０／１２

１０／２６，１１／９、１１／２３（新規）

森の恵みを味わうファミリーキャンプ 小・中学生とその家族 ６５／６０５／２４～２５

（継続）

木々と友だちネイチャーファミリー 小・中学生とその家族 ４０／６０６／７～８

（継続）

ふれあいファミリー登山 小・中学生とその家族 ４３／６０９／２７～２８

（継続）

森のスノーフェスティバル 小・中学生とその家族 １７０／１００３／６～７

（継続）

若 ふれあいキャンプｉｎトビー春 小・中学生を含む家族 ５２／５０４／２６～２７

（継続）狭

湾 春本番！魚だ！漁業だ！大漁だ？ 小・中学生を含む家族 ５９／５０５／１０～１１

（小４年以上は子どもだけ可）（継続）

小・中学生を含む家族 ５９／５０梅は甘いか酸っぱいか？ ６／７～８

（小４年以上は子どもだけ可）梅もぎと梅食作りに挑戦！

（継続）

ふれあいキャンプｉｎトビー秋 小・中学生を含む家族 ４１／５０９／２７～２８

（継続）

野山で楽しもう！クラフト＆クッキング 小・中学生を含む家族 ６４／５０１１／１～２

（小４年以上は子どもだけ可）（新規）

もうすぐお正月！しめなわ作りとおもち 小・中学生を含む家族 ７０／５０１２／２０～２１

（小４年以上は子どもだけ可）つき

（継続）



事 業 名 対 象 者 実施期間 参加者/

対象者

小・中学生を含む家族 ３７／５０若 おもしろ昔体験 ～昔の遊びがいっ １／１７～１８

（小４年以上は子どもだけ可）狭 ぱい～

（継続）湾

ボランティアリーダーのお兄さん・お姉 小学４年～中学３年 ６６／５０２／２１～２２

さんと遊ぼう

（継続）

味わい１００％！燻製だ！菌打ちだ！ 小・中学生を含む家族 ５７／５０３／６～７

（小４年以上は子どもだけ可）（継続）

祭～夢空間 ｉｎ トビー 子どもから大人まで ３２０／２００１０／１８～１９

（継続）

曽爾 子どもを含む家族等 ７８／６０【スマイル家族】 ６／１４日帰り

○ホタルでスマイル

（継続）

子どもを含む家族等 ２６／４０【スマイル家族】 １０／１２～１３

○キャンプでスマイル

（新規）

【スマイル家族】 子どもを含む家族等 ５６／５０１１／８日帰り

○ススキでスマイル

（新規）

【スマイル家族】 子どもを含む家族等 ６３／５０１／２４日帰り

○キムチでスマイル

（新規）

【曽爾高原１年星組】 子どもを含む家族等 ５９／５０５／１０日帰り

○春の星空を見よう

（新規）

子どもを含む家族等 ７７／５０【曽爾高原１年星組】 ７／１９日帰り

○夏の星空を見よう

（新規）

【曽爾高原１年星組】 子どもを含む家族等 ５０／５０１０／１８日帰り

○秋の星空を見よう

（新規）

【曽爾高原１年星組】 子どもを含む家族等 ４７／５０１２／２０日帰り

○冬の星空を見よう

（新規）

曽爾高原すすきまつり 一般 ５５６０／３００１０／２５日帰り

（自然の家オープンデー）

（継続）



事 業 名 対 象 者 実施期間 参加者/

対象者

吉備 岡山吉備高原車いすふれあい 車いすランナー・健常者 １２５２／１２５１０／１１～１２

ロードレース大会 ランナー ２

（継続）

週末は親子でふれあうきびの森 小・中学生及び家族 １１６／１６０６／１４～１５，

１２／６～７“桃太郎サンデー”

（継続）

少年自然の家まつり 家族、団体及び地域住 宿泊１１３１０／２５～２６

日帰り９７９／～ チアフルデー ～ 民等

２００（継続）

山口 わんぱくキッズチャレンジキャンプ 小学校３年生以下 ３４／３０１０／４～５

（再掲）徳地 （新規）

徳地の森ファミリーデー 親子、家族等 ６０１／２００１０／５

（継続）

第１１回徳地ＭＴＢ森のフェスタ 親子、グループ、 ３９３／３００１１／８～９

サークル（継続）

黒潮の自然と文化を学ぶ １７０／１２０室戸 小学校高学年 ４／２６～２７，６／１４～１５，７

／５～６，８／２５～２６（継続）（再掲）

海のフェスティバル １９８／１００家族、グループ ７／２０～２１

（継続）

自然の家ファミリーウィーク ４５５／２００家族、グループ ５／３～５

（継続）

自然を楽しむ室戸塾 ３５７／２００小学生 １１／２９～３０、１２／１３～１４

１／１７～１８、２／２１～２２

３／１１～１２（新規）

家族・グループ １８３／２００室戸くろしお祭り １０／１８～１９

（継続）

子ども自然科学教室 小学校高学年・中学生 ４３／４０１１／１５～１６

（継続）（再掲）

小学校低中学年とその家 ３８／４０親子自然科学教室 １２／６～７

族（継続）（再掲）

日本版ＷａｔｅｒＷｉｓｅヨットステップアップ 小学校高学年・中学生 ２３／２０９／２０～２１，１０／４～５，１０

／１１～１３編

（新規）（重点事業）

野根山街道トレッキング 小学校高学年・中学生 ２０／４０１０／２５～２６

（継続）

ファミリーキャンプ 家族・グループ ４１／４０１１／１～３

（継続）



事 業 名 対 象 者 実施期間 参加者/

対象者

日本版ＷａｔｅｒＷｉｓｅ 小学校高学年・中学生 １０１／１２０室戸 ６／１４～１５，７／５～６，９／１

３～１５(継続)（再掲）

牟岐・幡多・室戸を結ぶ海洋体験のつ 小学校高学年・中学生 ８７／９０８／３～５

どい

（継続）（再掲）

夜須高原ファミリーウォークデー ２２１／２００幼児及び小・中学生とその家 １０／２５

族、グループ等夜須 （継続）

高原 夜須町かがし祭り ５０８／５００幼児及び小・中学生とその家族 １１／２

（継続）

冬休み思い出プラン ５６０／６００幼児及び小・中学生とその家 １２／２５～３０

族、グループ等（新規）

冬休み思い出プラン ６４／５０幼児及び小・中学生とその家 １２／３１～１／１

族、グループ等～ゆく年くる年～ （新規）

幼児及び小・中学生とその家 ３／１３～１４ １２９５／５００夜須高原フェスティバル

族、グループ等 日帰り９２９

宿泊 ３６６（継続）

５３５／２１０夜須リンピック 幼児及び小・中学生とその家 ９／２０，１０／１８，１１／１５，１２

／２０，１／１７，２／１４，３／１３（継続） 族、グループ等

諫早 春のぽかぽかキャンプ 小学生～中学生 ７６／５０４／２６～２７

（新規）

自然の家へ遊びにおいでよ 小学生 １０５／５０５／２５

（継続）

沢ガニさんと水遊びⅠ 小学１年～４年 ６７／６０７／５～６

（継続）（再掲）

沢ガニさんと水遊びⅡ 小学１年～４年 １０２／１００７／１２

（継続）

秋風さわやかデイキャンプ 小学生・中学生・家族 １０６／１００１０／２４

（新規）

施設ボランティア企画 小学生 ７６／５０１１／２３～２４

（継続）

科学のとびら 小学生 １５３／５０１／１７～１８

（継続）

春の多良岳マンサク登山 小学生・中学生・家族 ６６／５０２／２８～２９

（継続）

家族・グループ・団体 ７７５／３００大隅 おおすみくん家フェスティバル １１／２９～３０

（継続）



事 業 名 対 象 者 実施期間 参加者/

対象者

ササタデｲｉｎおおすみくん家 ５１８／４５０大隅 家族・グループ・団体 ４／１９，５／１７，６／２１，９／

２０，１０／１８，１２／２０，１／１

７，２／２１，３／２０（継続）

プログラムの開発及び普及

ア 教育効果に関する実証的な調査研究事業

事 業 名 調査研究内容

青少年の社会性を育む長期体験活 子どもの長期間の自然体験活動による、小グループ内に花 山

動「ふれあい新発見冒険隊」 おけるコミュニケーション能力の育成

独り立ちへの挑戦！君がつくる１ 生きる力や問題解決能力の育成に関する研究那須甲子

４４アワー

特殊教育諸学校と高等教育と少年 養護学校の冬季自然体験学習プログラムの開発

自然の家との有機的連携に関する

研究事業

少年期に必要な体験活動と指導の 全国の青少年教育施設における生活体験活動の実施に関信州高遠

あり方に間する調査研究 する調査に基づき指導のあり方等を研究

オープン・ザ・ドア！ 問題行動、不登校・不登校傾向等の生徒の変容妙 高

～太平洋から日本海へ～

『雪』子どもアカデミー 長期雪中活動を通した、児童・生徒の変容

自然の中で「総合」ワンダー・ア 大自然の中での活動による児童・生徒の変容

ース

妙高フレンドスクール 長期生活体験や話し合い活動に取組み、コミュニケーシ

～通学キャンプ～ ョン能力の育成

妙高アドベンチャープログラム研 研究開発委員会を設置し、独自のアドベンチャープログ

究開発事業 ラムを開発し、学校教育への普及を図る

地域・人・自然から学ぶ 長期宿泊体験が参加者に及ぼす教育効果若 狭 湾

～若狭ふれあいの旅～

サマーチャレンジｉｎ吉備 長期宿泊体験が参加者に及ぼす教育効果吉 備

学社融合推進調査事業 自然体験活動の教育効果

日本版 Ｓ Ｗ 水辺活動の『生きる力』に与える効用室 戸 chool aterwise
夜須高原“いきいき”キャンプ 障害のある子どものキャンププログラムの在り方及び支夜須高原

援方策

チャレンジ・ザ・キャンプ 下肢に障害のある児童・生徒が自然体験活動やキャンプ大 隅

体験をすることにより、野外活動の楽しさを味わうと共

に、自主性や社会性を培い 「生きる力」の基盤を作る、

ことをねらいとした研究



イ 事業プログラム開発

事 業 名 プログラム内容

ふれあい交流キャンプ 不登校傾向にある児童生徒が、自然体験活動を行う中日 高

で交流し、社会性や協調性、忍耐力など豊かな感性と

生きる力を育成するプログラム

わくわくキャンプ イン ひだか 小中学校と養護学校に通う児童生徒が、自然体験活動

～あなたとわたし、そしてふれあい や共同生活をしながら交流し、相互理解を図るプログ

～ ラム

青少年の社会性を育む長期体験活動 長期自然体験プログラム花 山

「ふれあい新発見冒険隊」

家族の集い①～⑨ 四季を通した家族での自然体験プログラム

ＰＡを活用したフィールドプログラ ＰＡの手法を生かした自然体験活動プログラム

ム実践編

教員のための体験学習法実践セミナ 体験学習法の普及プログラム

ー

海と山を結ぶ子ども交流キャラバン 異地域の子どもの交流プログラム那須甲子

特殊教育諸学校と高等教育と少年自 障害のある子どもの自然体験活動プログラム

然の家との有機的連携に関する研究

事業

行こう雲上の世界へ 地域の特性を生かしながら自然から学ぶ力を養い、精信州高遠

～南アルプス仙丈岳 ｍへの挑 神力の向上と達成感を促すプログラム3,033
戦～

『雪』子どもアカデミー 冬の自然環境調査や仲間との自然体験活動プログラム妙 高

心の教育セミナー 悩みを抱える青少年への接し方やカウンセリング手法

の開発

妙高ジュニア・レンジャースクール 小学３年生から中学３年生までの異年齢集団による、

四季を感じる自然体験活動プログラム

豊かな森からの発信！ 野外教育施設を活用した総合的学習の時間の指導方法立 山

こちら立山エコセンター プログラム

郷土の先輩からのメッセージ 郷土出身のオリンピアンの指導による中学生のスポー若 狭 湾

ツに対する意欲の向上と夢を膨らませるプログラム

ＡＤＨＤやＬＤの子どもたちの自尊感情を高めるプログラム曽 爾 みんなでリフレッシュ

吉備自然探検隊カワセミクラブ 吉備の自然を生かした環境教育学習プログラム吉 備

逆説もも太郎伝説 歴史・文化をテーマにした「総合的な学習の時間」の

プログラム

きび宇宙クラブ 「晴れの国岡山」を生かした天体観測学習プログラム

ハート＆ハートキャンプ 自然の素晴らしさと人間関係づくりプログラム山口徳地



事 業 名 プログラム内容

日本版 Ｓ Ｗ ヨットの普及と海への大きな夢や冒険心を育てるプロ室 戸 chool aterwise
ヨットステップアップ編 グラム

リーダートレーニング ボランティアリーダーの養成と資質向上プログラム

夜須高原『自然観察会』 四季を通した自然観察指導法プログラム夜須高原

子どもの城 施設内のフィールドを使った活動プログラムの開発

「にこにこキャンプ」 養護学校と自然の家が連携を図り、障害のある人の楽諫 早

しめるプログラム

児童生徒の社会性と対人関係を育む 社会性や対人関係能力が十分に身に付いていない児童

心と行動セミナーＩＮ長崎・諫早 生徒の状況に対応した指導・支援プログラム

あおぞら教室 自然体験、生活体験等を通して不登校児童生徒の自立

と集団への適応を図るプログラム

わんぱくキッズ大集合Ⅱ 国際交流・国際理解プログラム大 隅

チャレンジ・ザ・キャンプ 障害者対応プログラム

夏だ！海にチャレンジ 海浜活動プログラム

少年教育指導者研修の実施

ア 少年教育指導者を対象とした専門性の高い研修

対象者

実施期間事業名 事 業 の 趣 旨 参加者/定員

満足度

11/21 23花 全国少年団体指導者研 少年団体指導者が一同に会し、青少年の今 少年団体指導者 ～

泊 日山 修 日的な課題の協議・研修を通して、子ども達 地域の青少年指 2 3
導者・ＰＴＡ会自然体験活動等指導者 の自然体験活動の充実を図るとともに、少年

員・教員・青少研修 団体の活動の活性化及び連携の促進を図る。

年行政担当者・- 青少年の自然体験活

青少年教育施設動等の充実をめざして-

職員（本部共催）

89/100 89.4%（新規）

10/17 19はなやまＰＡ指導者講習 ファシリテーターとして、実際にグルー ～はなやま冒険教

プの状態にあわせプログラムを組み立て、 泊 日会Ⅱ 育体験会・MAP講 2 3
習会I修了者～スキルアップ編～ 成長に寄与するために必要な知識や技術を

習得する。

＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

ン＞

13/20 88.9%（継続） ＜自然体験活動推進協議会（ＣＯＮＥ）＞



対象者

実施期間事業名 事 業 の 趣 旨 参加者/定員

満足度

9/26 27教員のための自然体験 学校教育と少年自然の家における体験活動 小中学校長・教 ～

泊 日学習 の充実を図るため、研究協議を通して、その 頭・教員・青少 1 2
年教育施設職員妙 - 総合的な学習の時間 連携方策を探る。

高 と体験活動シンポジウ

ム -

（本部共催）

107/100 97.2%（新規）

11/11 14若 環境教育担当教員講習 小学校，中学校等における環境教育に関する 小・中・高等学 ～

泊 日狭 会（東部地区） 指導内容，指導方法等に関する研修を行い， 校教員，教育委 3 4
員会指導主事等湾 環境教育を担当する教員の指導力の向上を図

り，学校における環境教育の一層の充実に資

72/75 93.1%（継続） する。

9/11 14曽 少年教育指導者研修 ①自然体験活動などの専門的な知識･指導法 青少年教育施設 ～

泊 日爾 に関する研修を行い、野外教育指導者として 職員、青少年団 3 4
体指導者、社会の資質の向上を図る。

教育関係者、小･②指導者相互の交流を深め、ネットワーク化

中・高等学校教を図る。

員、教師を志す

者（本部共催）

28/30 78.6%（新規）

11/25 28山 環境教育担当教員講習 小学校・中学校等における環境教育に関す 小・中・高等学 ～

泊 日口 会 る指導内容、指導方法等に関する研修を行 校教員，教育委 3 4
員会指導主事等徳 （西部地区） い、環境教育を担当する教員の指導力の向上

地 を図り、学校における環境教育の一層の充実

67/67 87.1%（継続） を図る。

6/13 15徳地アドベンチャー教 プロジェクトアドベンチャーの教育的手法 徳地アドベンチ ① ～

② ～育プログラム指導者講 を使って青少年を指導する場合のプログラム ャー教育プログ 10/11
13習会 の組み方や具体的な指導方法、安全上の留意 ラム体験会に参

各 泊 日点等を習得させ、指導者としての資質の向上 加した方，国立 2 3
山口徳地少年自を図る。

然の家プロジェ

クトアドベンチ

ャー指導者認定

証取得者

①24/28 88.9%

②24/28 90.0%（継続）



対象者

実施期間事業名 事 業 の 趣 旨 参加者/定員

満足度

10/24 26徳地アドベンチャー教 指導者としての実践的なトレーニングを行 国立山口徳地少年 ～

泊 日育プログラムファシリ うことにより、ファシリテーション能力の向 自然の家プロジェ 2 3
クトアドベンチャテーター研修会 上を図る。

ー指導者認定取得

者

16/28 73.3%（継続）

2/23 26諫 少年教育指導者研修 少年教育に携わる指導者に必要な知識や技 国公立施設の指 ～

泊 日早 －魅力ある事業企画と 術等の研修を通して、能力の向上を図る。 導系職員、少年 3 4
団体指導者、教効果の検証－

員等（本部共催）

33/30 100%（新規）

イ 少年団体指導者等を対象とした研修

対象者

実施期間事業名 事 業 の 趣 旨 参加者/定員

満足度

月～ 月日 利用団体担当者事前研 施設を利用する学校やその他の利用団体の 利用団体担当者 4 12
回各 日高 修会 企画担当者を対象として、効果的な活動プロ 54団体87名 16 1

(体験会２回グラムの組立方や施設の利用についてプログ (体験会７団体１

各 泊 日ラム相談を行う。また、プログラム体験版に ２名） 1 2
含む)おいては、利用頻度の高いアクティビティに

92.8%（継続） 関して実際に体験研修を行う。

6/13 15日高アドベンチャー講 国立日高少年自然の家に設置された、プロ 学校や社会教育 ～

泊 日習会 ジェクトアドベンチャー（ＰＡ）コースの活 関係団体等の指 2 3
8/15 17（２回シリーズ） 用方法、指導方法等の講習を通して、ＰＡ指 導者 ～

災害のため導者の養成を図るとともに、ＰＡコースの活

中止用を図る。

11/14 100%（継続）

9/12 14花 ＰＡ(プロジェクトアドベンチャー)の手法はなやまＰＡ指導者講習 はなやま冒険教 ～

泊 日山 ～フォローアップ や概念について基礎知識や、スキルを持った会Ⅰ 育体験会・MAP講 2 3
習会I修了者編～ 指導者を対象に、さらにその活用やファシリ

テーターとしての視点、グループの状況の見

極めについて体験しながら学ぶ。

＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

18/20 100%（継続） ン＞



対象者

実施期間事業名 事 業 の 趣 旨 参加者/定員

満足度

2/21 22花 青少年における奉仕活 青少年の奉仕活動・体験活動の支援に必要 奉仕活動・体験 ～

泊 日山 動・体験活動等支援者 な専門的知識や実践的技能の習得を図るとと 活動を支援する 1 2
地域指導者，ボ講習 もに、研究協議や情報交換を通じて、活動支

ランティア，NP援者としての資質向上を図る。

O，行政担当者

＜花山村社会福祉協議会・青少年のための花山村

民会議・一迫町社会福祉協議会・一迫青少年健全

育成町民会議＞ 21/20 100%（新規）

～信 教員志望の学生用 教員志望の学生がさまざまな体験活動を通 教員を目指す大 10/26
11/8州 体験的学習講座 じて、生活の知恵や言葉・道徳心・社会性・ 学生及び大学院

泊 日高 創造する力・表現する力等を習得し学校現場 生 13 14
遠 に即応できる実践力・指導力の向上を図る。

15/20 (未実施)（新規）

5/16 18自然体験活動指導者講 自然体験活動の意義を理解し、少年期に必 学校教育関係者 ～

泊 日習会－子どもたちの体 要な体験活動について講義や実技などを通じ 社会教育関係者 2 3
自然体験活動に験活動の充実のために て学び、指導者としての資質の向上をめざ

興味関心のある－ す。

人

31/30 92.3%（継続）

4/26妙 地域の指導者，利用団体，さらに今後の利ＭＹＯＫＯプログラム体 地域指導者，幼

日帰り高 用拡大を目指した団体等の指導者が，本少年験会 稚園・学校の教

職員，利用団体自然の家がもつ魅力あるプログラムを体験

の指導者し，指導力の向上を図るとともに，今後の利

48/50 95.7%（新規） 用拡大を目指す。

9/13 15妙高アドベンチャープ 妙高アドベンチャープログラムの「指導者 大学生，教職 ～

泊 日ログラム（ＭＡ）指導 認定コース 「指導技術向上コースＡ（ロー」 員，青少年教育 2 3
関係者者講習会 エレメント中心 「指導技術向上コースＢ）」

（ハイエレメント中心 」の３つのコースを）

設定し，実践を通してその効果を体感するこ

とにより，指導者の底辺拡大及び指導技術の

向上を図る。

＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

48/45 100%（継続） ン＞



対象者

実施期間事業名 事 業 の 趣 旨 参加者/定員

満足度

5/31 6/1妙 ～妙高アドベンチャープロ 当所の妙高アドベンチャープログラム外部 ＭＡ外部指導者

高 泊 日グラム（ＭＡ）ファシリ 指導者の資質・指導力を高めるとともに，指 1 2
導者の組織体制の整備を図る。テーショントレーニング

＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

18/10 90.0%（新規） ン＞

4/19 20山 徳地アドベンチャー 「人間関係づくり」や「信頼する心の育 アドベンチャー ① ～

5/24 25口 教育プログラム体験 成」等プロジェクトアドベンチャーが持つ教 教育や体験学習 ② ～

9/27 28徳 会 育的効果や体験学習法の理解を図る。 法に興味・関心 ③ ～

各 泊 日地 （３回シリーズ） のある方 1 2
①23/28 100%

②30/28 100%＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

③21/28 100%（新規） ン＞

2/14 15実践事例報告会 様々な青少年教育の分野における「生きる 中国・四国・九 ～

泊 日力」を育成するため、体験学習法の一手法で 州地区の学校教 1 2
育，社会教育関あるプロジェクトアドベンチャーの効果的な

係者等並びにア活用方法に関する実践発表や交流会を通し

ドベンチャー教て、体験学習法の新たな可能性を探る。

育に興味・関心

のある方＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

30/30 92.9%（新規） ン＞

7/27 28室 青少年指導者のための 様々な水辺活動を通し、教育施設職員にお 青少年教育指導 ～

泊 日戸 水辺活動セミナー ける水辺活動指導の資質向上を図る。 者，学校教員 1 2
＜（社）日本キャンプ協会・ＮＰＯ法人自然体験

活動推進協議会・ 財）日本マリンスポーツ普及（

教育振興財団・日本スノーケリング協会・日本潜

水協会＞ 10/25 100%（継続）

5/10 11夜 少年自然の家活動 夜須での自然体験活動等を効果的に実施す 利用団体担当指 ～

泊 日須 プログラム研修 るための企画力・指導力を身につける研修を 導者及び少年自 1 2
然の家の利用を高 行い、少年自然の家の教育機能の理解を図

希望する人原 (継続) る。

27/36 100%



ウ 教員を対象とした体験活動を促進する研修

対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

4/25 27花 はなやま冒険教育（Ｐ 当少年自然の家を利用する小・中学校等教 小・中学校等 ① ～

8/29 31山 Ａ）体験会 員を中心に、ＰＡ(プロジェクトアドベンチ の利用団体指 ② ～

3/26 28ャー)ロープスコースを用いた冒険教育の体 導者，小・中 ③ ～

学校教員，自 各 泊 日験実習を行うとともに、コースの効果的な利 2 3
然の家職員，用及び安全管理について理解を図る。

青少年教育関

係者

①19/20 100%

②26/20 92.3%＜（株）プロジェクトアドベンチャージャパ

③18/20 100%（継続） ン＞

5/9 11ＰＡを活用したフィー ～野外炊飯や沢登り等をＰＡ的に活用したＰ 小・中学校等の

ルドプログラム実践編 泊 日Ａモデルプランを実施し今後の利用促進を図 利用団体指導 2 3
者，小・中学校る。

教員，自然の家

職員，青少年教

育関係者

16/20 92.9%(新規)

8/8 10教員のための体験学習 「自然体験と環境教育の充実」を中心にし 小・中学校教 ～

泊 日法実践セミナー た体験学習法の基本を体験しながら、実践例 員，少年自然の 2 3
家職員，青少年に基づき研究協議を行い「総合的な学習の時

教育関係者間」や「特別活動」の充実に資する。

24/30 82.6%（新規）

10/31 11/2教育改革と体験学習法 様々な体験学習法展開の諸問題について、 全国の教員及び ～

泊 日全国ミーティング２０ ワークショップ形式で研究協議と討議を行 体験学習法に興 2 3
味・関心がある０３ う。ＰＡのみならず様々な体験学習法に基づ

者～学校教育に生かす く実践例を発表する。学校教育と体験学習法

体験学習法～ 実践者による情報交換をとおし、教育活動の

展開に役立てる。

＜宮城県教育委員会・ 株）プロジェクトア（

ドベンチャージャパン・明治大学・ 有）ア（

137/150 93.2%（重点事業） (継続) ウトドアエデﾕケーションセンター＞

1/31 2/1那 体験学習研修会 より多くの教員及び団体指導者等に，実践 学校教員・青少 ～

泊 日須 的な活動を通してなすかしの自然を生かした 年団体指導者等 1 2
甲 体験学習について理解を深め，今後の少年自

34/30 90.9%子 （継続） 然の家における体験学習の一層の充実を図る



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

5/17妙 ワンダー・アース 総合学習研究会議」を設置し，授業実「 ①小・中学校の教

6/28高 ～総合学習プログラム 践編と連動しながら本施設の自然環境を活用 職員及び教育関 ②

7/26実践・開発セミナー～ した総合的な学習の時間のプログラムを研究 係の大学生 ③

9/6開発する。その成果を総合的な学習の時間の ①17/30 ④

10/18活動編としてまとめ，広報・普及に努める。 ②20/30 ⑤

2/14③28/30 ⑥

各日帰り④14/30

⑤12/30

⑥17/30

95.0%（継続）

6/12 13立 豊かな森からの発信！ 自然の家の特色や環境を生かし自然の中で 小・中・高等学 ① ～

～山 「子どもと創る総合的 さまざまな活動にチャレンジする冒険プログ 校等教員，青少 ② 11/13
14な ラム・自然を教材として、環境問題への理解学習の時間」 年団体指導者，

泊 日を図る環境学習プログラム・自然の神秘にふ 青少年教育関係 1 2
者等れて科学的興味・関心を喚起する科学学習プ

①19/20ログラム等 「総合的な学習の時間」の在り、

②22/20方について研修を深め、指導者としての資質

100%（新規） を高める。

8/18 21集団登山指導者研修会 集団登山の企画・運営に必要な基礎知識･ 小・中・高等学 ～

泊 日－子どもたちに登山の 技能やマナ－を身につけ、指導者としての資 校等教員，青少 3 4
年団体指導者，すばらしさを－ 質を高めるとともに、立山連峰の大自然を感

青少年教育関係得する。

者等

28/30 100%（継続）

1/23 25冬の野外体験活動講習 冬の野外活動において安全で楽しい指導法 小・中・高等学 ～

泊 日会 を講習を通して学び、冬季活動の幅広い見方 校等教員，青少 2 3
年団体指導者，－子どもたちに冬季活 や楽しみ方を身に付ける。

青少年教育関係動の楽しさを－

者等

22/30 100%（継続）

8/28 29曽 教職員のための 子どもたちに自然体験をさせる意義やさま 各学校園教職員 ～

泊 日爾 野外教育セミナー ざまな手法について研修する。 教育委員会職員 1 2
社会教育団体の

指導者等

34/40 90.9%（継続）



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

2/13吉 脳科学と教育シンポジ 現代的課題である学習障害（ＬＤ 、注意） 青少年教育指導

日帰り備 ウム 欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）などに関する問 者，学校教育関

係者等題にアプローチしている専門家を招き、青少

年教育現場での問題解決や今後の指針が得ら

れるようにする

＜文部科学省・岡崎国立共同研究機構・

（財）福武教育振興財団・全日本中学校長

会・岡山、広島、鳥取県教育委員会・ＮＨＫ

345/300 82.3%（新規） 岡山放送局・山陽新聞他＞

5/17夜 夜須高原自然観察会 夜須高原少年自然の家周辺に生育する植 教職員・地域の ①

9/21須 （４回シリーズ） 物・水生動物等を季節毎に観察・理解するこ 指導者・教育施 ②

12/14高 とにより、自然体験活動の充実と施設の利用 設職員・自然観 ③

各日帰り原 促進を図る。 察に興味のある

3/20 21人 ④ ～

泊 日①24/36 100% 1 2
②29/36 95.8%

③32/36 90.9%

④23/36 92.9%（新規）

2/28 29夜須高原野外教育 少年の現代的課題を踏まえ、夜須を拠点と 教職員・地域の ～

泊 日指導者セミナー した野外教育の実践的な活動について研究協 指導者・教育施 1 2
設職員議し、学社連携・融合を推進する。

40/36 94.7%（継続）

7/23諫 教師のための体験学習 体験学習法の教育的価値を参加者自ら体験 小・中学校の教 ①

7/24早 法ワークショップ することで理解し、教育的で質の高い野外体 師 ②

各日帰り（２回シリーズ） 験宿泊学習を生み出す基礎を学ぶ機会とする

とともに、学校の教育活動に野外教育の新し

①45/30い手法を普及する。

②35/30＜長崎県、佐賀県、福岡県教育委員会・（有）

97.6%（継続） アウトドアエデﾕケーションセンター＞

2/7 8児童生徒の社会性と対 社会性や対人関係能力が十分に身について 教職員等 ～

泊 日人関係能力をはぐくむ いない児童生徒の状況に対応した新しい教育 1 2
心と行動のセミナーⅠ プログラムについて、教師が参加体験するこ

Ｎ長崎・諫早 とで、問題の解決促進に寄与する。

38/30 97.1%（重点事業） （新規）



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

8/18 20大 自然体験活動指導者研 自然体験活動に関する教育的意義やあり方 教職員・少年団 ～

泊 日隅 修 を理解し、これに必要な基礎知識や技術を習 体指導者等 2 3
21/20 100%（新規） 得する。

エ 公立施設職員を対象とした研修

対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

10/8 10日 北海道青少年教育施設 北海道内の国公立青少年教育施設の指導系 道内青少年教育 ～

泊 日高 職員研修会 職員が一堂に会し、青少年教育施設の現状や 施設職員 2 3
今日的課題について研究協議を行い、青少年

22/30 95.0%（継続） 教育施設職員としての資質の向上を図る。

10/27 30那 全国少年自然の家職員 魅力ある少年自然の家づくりを目指し、事 全国の少年自然 ～

泊 日須 等専門研修 業運営のあり方・指導法等について研修する の家の指導系職 3 4
員甲 ことにより、指導系職員の専門性を高める。

40/30 83.9%子 （継続）

12/3 5信 少年自然の家等職員研 青少年の学校外活動の充実のため、青少年 少年自然の家等 ～

泊 日州 修会 教育施設の今日的課題について広域的な視点 職員、生涯学習 2 3
担当者高 で協議するとともに、少年自然の家等職員の

遠 資質の向上を図る｡

・

妙

高

・

立

30/30 100%山 （継続）

2/18 20夜 九州地区 九州地区内の国公立青少年社会教育施設に 施設職員 ～

泊 日須 公立少年自然の家職員 おける管理・運営上の諸問題について協議 2 3
高 研修 し、施設相互の一層の連帯等を深めるととも

原 に、施設職員としての資質の向上を図る。

・

諫

早

・

大

42/42 97.2%隅 （新規）



ボランティアの養成・資質向上研修

ア 養 成 事 業

対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

5/30 6/1日 ボランティア・セミナ 国立日高少年自然の家でボランティア活 15歳以上の学生， ① ～

泊 日高 ー 動を行うことを希望する人に対して、ボラ 社会人でボランテ 2 3
7/4 6ンティア活動を行うために必要な事項につ ィア登録及び活動 ② ～

泊 日いての研修を行い、青少年にボランティア を希望する人 2 3
3/13 14活動の機会を提供する。 ①21/20 ③ ～

泊 日②13/20 2 3
③26/20

95.7%（継続）

8/20 24花 第２５期 ボランティア活動に必要な理論と技術に 大学生・一般成人 ～

泊 日山 ついての実践的な研修を行うとともに、子花山ボランティア・スク 4 5
どもの自然体験への指導をとおして、指導ール

者としての技術を高め、少年教育施設にお

けるボランティア活動に積極的に取り組む

36/30 91.7%（継続） 意欲を高める。

5/3 5那 なすかしの森 国公立少年自然の家等におけるボランテ 大学生，高校生， ～

泊 日須 ボランティアセミナー ィア活動に必要な理論・知識・技術を習得 成人一般 2 3
甲 し，青少年教育としてのボランティア活動

49/40 95.7%子 （継続） の振興を図る。

7/25 30外国青年のための 外国からの留学生等を対象に、少年自然 外国からの留学生等 ① ～

7/31 8/5「少年自然の家ボラン の家でのボランティア体験を通して、日本 ② ～

8/6 11ティア実践研修」 の青少年教育施設の意義と役割について実 ③ ～

8/12 17（４回シリーズ） 践的に学ぶ機会を提供する。 ④ ～

各 泊 日＜国際学友会・ＡＳＪＡインターナショナ 5 6
（未実施）（継続） ル＞ 9/8

5/10 11信 ボランティア養成講座 本少年自然の家での「ボランティア」の 信州高遠少年自然 ～

泊 日州 －子どもたちの体験活 意義と役割について理解を深め、体験活動 の家の体験活動を 1 2
支えるボランティ高 動を支えるボランティ を支援しようとする意欲を育てるととも

アを志す人遠 アのつどい－ に、本少年自然の家における体験活動を支

えるボランティアとしての初歩的な知識・

37/20 73.5%（継続） 技術及び態度を実習を交えて研修する。



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

5/23 25妙 妙高ボランティア 本少年自然の家のボランティア協議会と 大学生，青年，成 ～

泊 日高 養成セミナー 共催で開催し，講義や実習を通してボラン 年 2 3
ティアの指導力や資質の向上を図る。ま

た，ボランティア協議会を中心にボランテ

ィア組織の充実とコーディネートシステム

の整備を図る。

＜妙高ボランティア協議会・上越教育大学・信

州大学＞ 32/30 100%（継続）

5/3 5立 高校生，大学生立山少年自然の家 講義や少年自然の家及び周辺での野外活 ～

泊 日山 専修学校生等ボランティア 動体験を通して、ボランティア活動に必要 2 3
養成セミナー な知識・技能を習得する。

23/20 88.9%（継続）

5/24 25若 高校生，高等専門ボランティアリーダー ①青少年教育施設や子ども会などでのボラ ～

泊 日狭 学校生，専修学校養成講座 ンティアリーダーの役割について理解を深 1 2
湾 生，各種学校生，める。

大学生，社会人②野外活動の基礎的知識や技能を習得す

る。

③当所でのボランティア活動を担う人材を

30/20 93.3%（継続） 育成する。

4/26 27曽 ボランティアスクール 野外活動においてボランティアが果たす 高校生相当年齢以上 ～

泊 日爾 基本的な役割や意義並びに技能について、 1 2
ボランティア自身が企画運営に携わり研修

17/20 88.2%（継続） する。

5/23 25吉 少年自然の家 ボランティアとしての知識・技術及び態 高校生・大学生及 ① ～

11/22 24備 ボランティア研修 度について研修し、ボランティア活動への び社会人 ② ～

各 泊 日（２回シリーズ） 理解を深めるとともに、ボランティア活動 2 3
①28/30 96.4%（継続） を実践しようとする意欲を育てる。

②11/24 100%＜自然体験活動推進協議会（ＣＯＮＥ）＞

5/10 11山 少年自然の家 少年自然の家で行うボランティア活動に 高校生、短大生、 ～

泊 日口 ボランティア養成セミ 必要な基本的知識や技能等を習得させ、施 大学生、高等専門 1 2
学校生、一般成人徳 ナー 設等で活躍するボランティアを養成すると

30/20 96.7%地 （継続） ともに、参加者相互の交流を図る。



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

4/19 20室 自然の家ボランティア 当所の活動についての理解を深め、指導 当所ボランティ ① ～

泊 日戸 リーダー研修 ①山編 技術の向上を図るとともに、新規ボランテ ア・リーダー希望 1 2
者ィア・リーダーの登録を促す。また、次年

度のボランティア・リーダー登録に向け、

①12/30 100%（継続） 指導技術の向上を図る。

5/24 25自然の家ボランティア ② ～

泊 日リーダー研修 ②海編 1 2
②15/30 93.3%（継続）

3/20 21自然の家ボランティア ＜（社）日本キャンプ協会・ＮＰＯ法人自 ③ ～

泊 日リーダー研修 ③実践 然体験活動推進協議会・ 財）日本マリン（ 1 2
編 スポーツ普及教育振興財団＞

③15/30 100%（継続）

5/10 11夜 主に夜須高原を拠点とした、野外教育活少年自然の家ボランティア研 高校生・大学生・ ① ～

6/14 15須 動等の指導・支援ができるボランティアの修 一般 ② ～

各 泊 日高 （２回シリーズ） 確保・育成を図る。 ①58/36 77.4% 1 2
②41/36 88.1%原 （継続）

5/24 25諫 施設ボランティア研修 青少年教育施設の役割を理解するととも 大学生以上 ～

泊 日早 Ⅰ に、施設ボランティアとして活動をするた 1 2
めの基礎的な知識や技術を習得する機会と

60/50 93.4%（継続） する。

6/29大 ボランティア活動についての基本的な心ボランティアの集い 高校生・大学生等 ①

9/14隅 構え等について理解するとともに、ボラン(３ 回シリーズ) ①18/20 ②

12/20ティア活動の基本的な知識と技能の習得を ②30/20 ③

各日帰り図る。 ③10/20

(継続) 100%



イ 資質向上のための事業

対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

9/20花 花山フリースクール 野生生物と自然資源に対し責任のある行 第25期花山ボラン 第１回

1/31山 第１回「プロジェクト 動を促すために、生き物に重点をおいた環 ティアスクール修 第２回

各日帰りワイルド講座」 境プログラムの体験をする。 了生，小・中学校

教員・自然の家職第２回「生態学基礎講 小・中学校や青少年教育施設での環境教育

員，青少年教育関座」 における、気づき、知識、能力及び実践力

係者を向上させる。

第１回

42/20

第２回

18/20 97.4%（継続）

11/22 24那 ボランティア ボランティアのフォローアップを図るた ボランティアセミ ～

泊 日須 フォローアップ研修 めに研修活動を行うとともに，ボランティ ナー修了者 2 3
甲 ア同士の意見交換や相互の交流を深める。

16/15 81.3%子 （継続）

随時ボランティア ボランティアのステップアップを図るた ボランティアセミ

ナー修了者ステップアップセミナ めに，プログラムに応じた指導技術・方法

ー 等のより実践的な研修活動を行う。

62/60 （未実施）（継続）

8/29 31立 四施設（乗鞍・若集い語ろうボランティ 近隣施設で活躍する施設ボランティアが ～

泊 日山 狭湾・能登・立アフォローアップセミ 集い、青少年の野外活動を援助・指導する 2 3
・ 山）ナー ための方法や理論について実習・協議する

若 ボランティア（４施設ボランティア とともに、各施設ボランティア相互の交流

ネットワーク事業） を深め、ネットワーク化を図る。狭

湾 28/30 86.9%（継続）

7/12 13吉 施設ボランティア ボランティアが主体となって企画、実 吉備少年自然の家の ～

泊 日備 ステップアップ研修 施、評価等の具体的、実際的な研修を実施 施設ボランティア 1 2
することにより、ボランティアとしての資

20/15 100%（継続） 質・技術の向上を図る。

2/7 8施設ボランティア交流 近隣青少年教育施設のボランティアが主 近隣青少年教育施 ～

泊 日会（ＭＯステーショ 体となって企画、実施、評価等の具体的、 設ボランティア 1 2
ン） 実際的な研修を実施することにより、ボラ

（年２～３回） ンティア相互の交流を図るとともに資質向

27/60 100%（継続） 上を図る。



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

5/10 11山 ①ステップアップセミ ボランティアの組織運営やマネージメン 少年自然の家や青 ① ～

6/21 22口 ナー ト等についての研修を通して、資質の向上 年の家でボランテ ② ～

泊 日徳 ②スキルアップ研修Ⅰ を図るとともに、参加者相互の交流を図 ィアとして活動し 1 2
7/12地 ③④⑤ る。 ている人等 ③

8/6スキルアップ研修Ⅱ・ ①73/60 ④

日帰りⅢ ②24/20

8/9 10⑥プログラム研修会 ③～⑤ 20/20 ⑤ ～

泊 日⑦体験学習法研修会 ⑥30/20 1 2
9/10 12⑧障害のある子ども対 ⑦17/28 ⑥ ～

泊 日象にした事業に関する ⑧28/20 2 3
12/6 7研修 ⑨32/30 ⑦ ～

泊 日⑨小学校低学年を対象 ⑩50/150 1 2
12/14にした冬の徳地キャン 95.2% ⑧

日帰りプ

12/26 27⑩少年自然の家 ⑨ ～

泊 日ボランティア報告会 1 2
3/7(新規) ⑩

日帰り

4/5 6室 自然の家ボランティア 登録ボランティア・リーダーを対象に、 登録ボランティア ① ～

4/12 13戸 リーダートレーニング 自然体験・生活体験の知識及び技術、実践 リーダー ② ～

5/17 18力・指導力を高める。 ①14/20 ③ ～

6/21 22①水辺活動実践編 ②16/20 ④ ～

6/28 29③12/20 ⑤ ～

各 泊 日④42/20 1 2
9/13 15⑤36/20 ⑥ ～

泊 日⑥7/20 2 3
100%（新規）

9/27 28自然の家ボランティア 登録ボランティ ① ～

11/8 9リーダートレーニング アリーダー ② ～

12/20 21①5/20 ③ ～

各 泊 日②野外活動実践編 ②22/20 1 2
1/10 12＜（社）日本キャンプ協会・ＮＰＯ法人自 ③18/20 ④ ～

2/6 8然体験活動推進協議会・ 財）日本マリン（ ④12/20 ⑤ ～

3/19 21スポーツ普及教育振興財団・日本スノーケ ⑤10/20 ⑥ ～

各 泊 日リング協会・日本潜水協会・セーリング普 ⑥11/20 2 3
100%（新規） 及振興会＞



対象者

実施期間事業名 事業の趣旨 参加者/定員

満足度

9/13 15諫 施設ボランティア研修 少年自然の家を支えるボランティアとし 施設ボランティア ～

泊 日早 Ⅱ て教育的視点をもち、教育的アプローチの 2 3
できるリーダーを育てる。

10/30＜長崎県教育委員会・ホールアース自然学

100%（継続） 校＞

3/6 8大 当所ボランティアを他の施設の主催事業ボランティア派遣研修 当所ボランティア ① ～

泊 日隅 等に派遣し、野外活動等の知識や技能のス 2 3
8/17 22キルアップを図るとともに、ボランティア ② ～

泊 日についての資質の向上を図る。 ①1/1 5 6
②1/1

100%（新規）
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